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ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
は
ー
前
稿
「
ド
イ
ツ
の
経
営
者
」
お
よ
び
「
ド
イ
ツ
の
経
営
管
理
」
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ
の
企
業
に
お
け
る
経
営
者
の
権
威
(
m
a
n
a
g
e
r
i
a
l
authority) 
が
絶
対
的
権
威
(ultimate
authority)
と
よ
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
源
泉
が
主
と
し
て
私
有
財
産
権
(private
p
r
o
p
e
r
t
y
)
、
天
職
(the 
calling)
、
＝
リ
ー
ト
思
想
(the
elite 
ideology)
と
い
う
一
―
―
つ
の
絶
対
的
価
値
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
う
し
た
非
機
能
的
要
因
が
実
際
の
経
営
活
動
に
お
い
て
い
か
に
作
用
し
て
い
る
か
、
ま
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
は
し
が
き
| l 
資
料
紹
介
L-」
（
大
橋
）
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
ー
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
四
五
た
非
機
能
的
要
因
と
機
能
的
要
因
と
は
い
か
に
か
ら
み
あ
っ
て
い
る
か
を
企
業
内
部
の
経
営
活
動
に
つ
い
て
追
究
し
た
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
で
は
企
業
外
の
企
業
者
連
合
団
体
が
大
い
に
発
達
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
団
体
が
た
と
え
ば
団
体
交
渉
か
ら
広
告
、
経
営
者
教
育
等
に
い
た
る
広
範
囲
な
活
動
を
引
き
受
け
、
大
き
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
の
で
、
他
の
国
と
は
異
な
っ
て
ド
イ
ツ
の
湯
合
に
は
、
企
業
経
営
の
―
つ
の
重
要
な
側
面
を
見
落
さ
な
い
が
た
め
に
は
、
こ
れ
ら
の
団
体
の
構
造
や
活
動
、
そ
の
力
等
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
必
要
が
と
く
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
、
引
き
続
図
き
基
本
的
に
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
所
説
を
中
心
と
し
な
が
ら
、
こ
の
企
業
外
の
諸
連
合
団
体
に
つ
い
て
簡
単
に
究
明
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
と
こ
ろ
で
曰
ー
＇
大
橋
昭
422 
れ
て
い
る
が
、
さ
ら
に
次
の
四
種
類
が
あ
る
。
益
を
促
進
し
、
と
く
に
一
般
社
会
、
政
府
・
立
法
機
関
お
よ
び
他
の
産
業
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
「
成
員
の
共
同
の
経
済
的
利
四
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
b
a
n
d
e
国 口．
る
も
の
を
さ
し
て
い
る
。
V
e
r
b
a
n
d
e
 
こ
こ
で
い
う
企
業
者
連
合
団
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
ド
イ
ツ
で
一
般
に
V
e
r
b
i
i
n
d
e
、
特
殊
的
に
は
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
b
i
i
n
d
e
と
よ
ば
れ
て
い
は
ご
く
一
般
的
に
は
「
外
部
に
た
い
し
て
規
制
的
に
限
定
的
ま
た
は
封
鎖
的
で
あ
る
―
つ
の
社
会
的
関
係
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
の
秩
序
の
保
持
が
一
定
の
人
々
の
と
く
に
そ
れ
を
成
就
せ
ん
と
す
る
態
度
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
場
合
の
そ
れ
で
あ
る
(
M
a
x
 W
e
b
e
r
)
と
概
念
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
⑱
 
の
四
種
類
に
大
き
く
分
け
ら
れ
る
C
K
u
l
t
u
r
v
e
r
b
a
n
d
e
 
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
b
a
n
d
e
 
た
と
え
ば
学
会
。
日
politische V
e
r
b
a
n
d
e
 
L_ 
た
と
え
ば
政
党
。
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
[
(
大
橋
）
ま
ず
次
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
た
と
え
ば
B
u
n
d
e
s
v
e
r
b
a
n
d
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
Y
o
l
k
s
,
u
n
d
 B
e
t
r
i
e
b
s
w
i
r
t
e
等
で
、
後
述
の
労
働
法
上
の
B
e
,
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
と
は
異
な
る
、
単
な
る
分
類
上
の
概
念
。
こ
こ
で
問
題
に
す
る
V
e
r
b
a
n
d
e
は
い
う
ま
で
も
な
く
こ
の
W
i
r
t
,
部
門
に
た
い
し
て
そ
れ
を
主
張
す
る
も
の
」
(E.R.
H
u
b
e
r
}
と
考
え
ら
カ
ル
テ
ル
と
は
異
な
っ
て
市
場
規
制
機
能
を
有
し
な
い
、
い
わ
ゆ
る
日
本
で
い
う
事
業
者
団
体
(trade association)
で、
一
般
に
F
a
c
h
v
e
r
b
i
i
n
d
e
b
e
r
u
f
s
s
t
a
n
d
i
s
c
h
e
 K
a
m
m
e
r
n
当
該
経
済
部
門
の
地
域
的
利
害
を
代
表
す
る
も
の
で
、
具
体
的
に
は
商
工
会
議
所
(Industrie
、
u
n
d
 H
a
n
d
e
l
s
k
a
m
m
e
r
)
、
手
工
業
会
議
所
(
H
a
n
d
w
e
r
k
s
k
-
a
m
m
e
r
)
お
よ
び
農
業
会
議
所
(
L
a
n
d
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
a
m
m
e
r
)
の
三
者
。
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
e
使
用
者
団
体
で
、
労
働
組
合
と
と
も
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
v
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
共
同
研
究
の
た
め
の
経
済
団
体
。
こ
の
う
ち
山
は
特
殊
な
も
の
で
他
の
三
者
と
は
性
格
を
若
干
異
に
す
る
F
a
c
h
v
e
r
b
a
n
d
e
,
 
K
a
m
m
e
r
n
,
 
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
 
の
三
者
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
者
の
団
体
に
は
以
上
の
よ
う
な
経
済
的
団
体
と
と
も
に
思
想
的
観
点
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
る
、
さ
き
の
V
e
r
b
a
n
d
e
の
分
類
に
よ
れ
ば
国
の
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
に
入
れ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と
こ
ろ
の
、
ク
ラ
ブ
的
な
社
会
的
団
体
と
し
て
の
企
業
者
団
か
ら
、
問
題
は
④
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
,
 
t
e
c
h
n
i
s
c
h
e
 
u
n
d
 
soziale 
に
労
働
法
上
の
い
わ
ゆ
る
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
e
を
な
す
。
(3) (2) 
ば
れ
る
。
(1) 
offentliche 
M
a
r
k
t
v
e
r
b
a
n
d
e
 
四
六
と
よ
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（
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橋
）
体
が
あ
り
、
そ
れ
も
通
常
V
e
r
b
a
n
d
e
と
よ
ば
れ
て
い
る
。
て
企
業
経
営
上
と
く
に
問
題
と
な
る
V
e
r
b
i
i
n
d
e
と
し
て
は
「
事
業
者
団
体
」
、
「
会
議
所
」
、
「
使
用
者
団
体
」
、
「
ク
ラ
ブ
的
存
在
と
し
て
の
企
業
者
団
体
」
の
四
団
体
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
も
企
業
者
連
合
団
体
と
い
う
場
合
は
こ
の
四
団
体
を
さ
す
。
田
関
西
大
学
商
学
論
集
第
七
巻
第
一
号
お
よ
び
第
二
号
。
(
H•Hartmann, 
A
u
t
h
o
r
i
t
y
 a
n
d
 O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
 in G
e
r
m
a
n
 
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
,
 P
r
i
n
c
e
t
o
n
 1
9
5
9
.
 
③
Dr. G
a
b
l
e
r
s
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
-
L
e
x
i
k
o
n
,
 W
i
e
s
b
a
d
e
n
 1
9
5
6
,
 
SS. 
3
0
2
8
1
3
0
3
0
.
 
現
在
の
企
業
者
連
合
団
体
を
有
す
る
最
も
重
要
な
企
業
者
連
合
団
体
は
、
事
業
者
団
体
で
あ
る
。
事
業
者
団
体
は
産
業
部
門
別
ま
た
は
生
産
の
段
階
別
に
企
業
を
組
織
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
の
主
た
る
第
一
の
任
務
は
成
員
企
業
の
共
通
の
経
済
的
利
益
を
確
保
、
増
進
す
る
こ
と
で
あ
る
。
大
ま
か
に
い
っ
て
事
業
者
団
体
は
、
使
用
者
団
体
と
は
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
関
与
し
な
い
点
で
異
な
り
、
ま
た
会
議
所
と
は
会
議
所
が
地
域
別
組
織
を
原
則
と
す
る
の
に
た
い
し
て
産
業
部
門
別
の
従
断
的
組
織
で
あ
る
点
で
異
な
り
、
さ
ら
に
独
立
企
業
者
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
ド
イ
ツ
経
済
に
お
い
て
今
日
も
い
ろ
い
ろ
な
点
で
最
も
強
大
な
影
轡
力
こ
ミ
っ
し
t
ヵ
ドイツ連邦工業連盟の構成
(1959年1月1日現在）
＼事業別全個別事業ラント別
産業部門 1国連合会1者団体 1連合会
鉱山業 2 I 18 I -
生産財産業 101 721 48 
耐久財産業 9 I 92 I 38 
消費財産業 12 I 140 I 86 
食料品産業 4 I 35 I 17 
建築業 1 I 10 I 16 
計-|38I 367 1 205 
Statistisches Jahrbuch fur die Bundes-
republik Deutschland, 1960, SS. 157-158. 
第一表
四
七
よ
ば
れ
る
）
を
会 業
部
門
毎
に
の
団
体
が
各
産
月
一
日
現
在
一
―
―
六
七
団
体
を
か
活
動
共
同
体
(
A
r
b
e
i
t
s
g
e
m
e
i
n
s
c
h
a
f
t
S
e
l
b
s
t
a
n
d
i
g
e
r
 U
n
t
e
r
n
e
,
 
h
m
e
r
,
 A
S
U
.
)
 
等
の
企
業
者
の
ク
ラ
ブ
的
社
会
的
団
体
と
は
経
済
的
職
能
別
団
体
で
あ
る
点
に
お
い
て
異
な
る
。
事
業
者
団
体
の
数
は
一
九
五
一
―
―
ー
年
全
西
独
に
お
い
て
す
で
に
五
五
0
を
か
ぞ
え
て
い
た
。
邦
工
業
連
盟
(
B
u
n
d
e
s
v
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 lndustrie, B
D
I
.
 
本
部
Koln)
で
あ
る
。
BDI
加
入
の
事
業
者
団
体
は
第
一
表
の
ご
と
く
一
九
五
九
年
一
ぞ
え
、
そ
れ
ら
八
の
全
国
連
合
(
H
a
u
p
t
,
 
v
e
r
b
a
n
d
e
と
形
成
し
、
こ
れ
ら
の
連
合
会
が
BDI
と
い
う
ト
ッ
プ
組
織
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
れ
を
企
業
数
に
し
て
み
る
と
、
最
近
の
資
料
で
は
な
い
が
一
九
工
業
関
係
の
事
業
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
が
か
の
有
名
な
ド
イ
ツ
連
424 
準
に
お
い
て
当
該
労
働
組
合
組
織
と
団
体
交
渉
を
行
な
う
こ
と
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
あ
く
ま
で
F
a
c
h
v
e
r
b
a
n
d
た
る
B
D
I
と
は
若
干
異
な
っ
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
吾
ア
｀
五
四
年
に
お
い
て
、
H
e
r
r
m
a
n
n
に
よ
れ
ば
全
ド
イ
ツ
の
企
業
2
 
の
七
五
％
が
B
D
I
に
加
入
し
て
い
た
と
い
わ
れ
、
（
ま
た
H
a
r
t
m
a
n
n
に
よ
る
と
、
一
九
五
四
年
約
一
0
万
名
の
企
業
者
や
指
導
的
な
経
営
者
が
B
D
I
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
た
と
、
B
D
I
自
身
は
推
定
し
て
い
た
と
③
 
い
わ
れ
る
。
B
D
I
は
連
邦
政
府
だ
け
で
は
な
く
て
各
ラ
ン
ト
政
府
に
お
い
て
そ
の
主
張
を
実
現
す
る
た
め
に
、
ラ
ソ
ト
代
表
委
員
(
L
a
n
d
v
e
r
t
r
e
,
t
u
n
g
)
を
独
立
的
行
政
府
を
有
す
る
ラ
ン
ト
、
都
市
に
設
け
て
い
る
し
、
他
方
、
地
域
的
組
織
体
と
し
て
ラ
ン
ト
別
連
合
会
(
L
a
n
d
v
e
r
b
a
n
d
)
を
有
し
、
そ
の
数
は
一
九
五
九
年
二
0
五
に
お
よ
ん
で
い
る
。
B
D
I
自
体
は
、
事
業
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
と
し
て
、
主
と
し
て
全
国
的
な
経
済
政
策
E
E
C
の
問
題
等
に
も
積
極
的
に
関
与
し
て
い
る
が
、
労
働
力
に
関
す
る
凶
問
題
に
も
重
大
な
関
心
を
よ
せ
、
前
述
の
ご
と
く
ド
イ
ツ
最
大
の
経
営
者
教
育
事
業
た
る
B
a
d
e
n
,
B
a
d
e
n
に
お
け
る
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
,
G
e
s
p
r
l
i
c
h
e
の
開
催
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
経
営
者
や
労
働
者
の
教
育
、
さ
ら
に
一
般
に
生
産
性
の
問
題
等
に
お
い
て
も
積
極
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
経
済
に
お
け
る
第
二
の
強
力
な
る
企
業
者
連
合
団
体
は
使
用
者
団
体
で
あ
る
。
そ
の
基
本
的
職
能
は
、
単
一
ま
た
は
複
合
的
な
産
業
別
水
使
用
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
が
ド
イ
ツ
連
邦
使
用
者
団
体
連
合
的
問
題
、
最
近
で
は
と
く
に
貿
易
問
題
、
通
貨
・
金
融
問
題
や
さ
ら
に
は
（
大
橋
）
そ
れ
故
使
用
者
団
体
は
農
業
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
産
業
部
門
に
設
立
さ
れ
て
い
る
。
地
方
的
水
準
で
は
当
該
地
区
(
O
r
t
)
ま
た
は
地
域
(
B
e
z
i
r
k
)
内
の
異
な
っ
た
産
業
部
門
の
使
用
者
団
体
に
よ
っ
て
社
会
委
員
会
(
S
c
z
i
a
l
.
a
u
s
s
c
h
u
B
)
が
設
け
ら
れ
る
。
社
会
委
員
会
は
労
働
裁
判
所
(
A
r
b
e
i
t
s
-
g
e
r
i
c
h
t
)
で
使
用
者
側
を
代
表
す
る
と
と
も
に
、
地
方
的
紛
争
を
当
該
労
働
組
合
の
役
員
と
直
接
交
渉
し
て
解
決
す
る
も
の
で
あ
る
。
社
会
委
員
会
以
上
の
レ
ペ
ル
に
お
い
て
は
、
同
一
も
し
く
は
直
接
相
関
連
し
た
産
業
部
門
の
使
用
者
団
体
に
よ
っ
て
使
用
者
集
団
(
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
r
i
n
g
e
)
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
仕
事
を
担
当
す
る
。
産
業
部
門
の
中
に
は
使
用
者
団
体
が
当
該
産
業
部
門
の
事
業
者
団
体
と
全
く
同
一
の
場
合
が
あ
る
が
、
こ
の
場
合
に
は
こ
の
事
業
者
団
体
が
経
済
政
策
的
問
題
と
社
会
政
策
的
問
題
固
の
双
方
を
取
り
扱
う
。
H
e
r
r
m
a
n
n
の
推
定
に
よ
る
と
一
九
五
三
年
現
在
少
な
く
と
も
全
使
用
者
の
八
0
％
が
使
用
者
団
体
に
加
入
し
て
お
り
、
囮
未
加
入
使
用
者
の
多
く
は
家
事
労
働
者
の
使
用
者
で
あ
っ
た
。
(
B
u
n
d
e
s
v
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
 d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Arbeitgeberverb~nde, 
B
D
A
.
本
部
K
o
l
n
)
で
あ
る
。
ま
ず
B
D
A
の
構
成
は
、
B
e
r
u
f
s
v
e
r
b
a
n
d
と
し
て
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
を
主
た
る
任
務
と
す
る
そ
の
性
格
上
、
四
八
,425 
第二表
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
ドイツ連邦使用者団体連合の
構成 (1959年 1月1日現在）
（大橋）
産三業部門類1連合会 1個団別体使用者
農 業 1 15 
鉱 山 業 4 19 
＇製 造 業 20 192 
建 築 業 1 16 
商 業 10 66 
小 計 1 36 I 308 
ラソト連合会 I 14 I 518 
＾ ロ 計 I 50 | 826 Statistisches Jahrbuch fur die 
Bundesrepublik Deutschlaild, 1960, 
s. 167. 
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
産
業
部
門
別
に
形
成
さ
れ
て
い
る
各
使
用
者
団
体
が
さ
ら
に
産
業
部
門
毎
に
従
断
的
に
全
国
連
合
会
を
組
織
し
、
そ
の
上
に
最
高
の
全
国
総
連
合
体
と
し
て
B
D
A
が
存
在
し
て
い
る
点
は
B
D
I
と
一
応
同
様
で
あ
る
が
、
B
D
I
で
は
ラ
ン
ト
連
合
会
が
B
D
I
の
ラ
ン
ト
に
お
け
る
支
部
の
ご
と
き
存
在
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ
て
各
ラ
ン
ト
に
お
い
て
も
産
業
別
に
い
く
つ
か
の
連
合
会
が
存
在
す
る
の
と
は
異
な
っ
て
、
B
D
A
で
は
ラ
ソ
ト
連
合
会
は
ラ
ソ
ト
内
の
全
使
用
者
団
体
を
す
べ
て
包
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
（
し
た
が
っ
て
ラ
ン
ト
連
合
会
は
ラ
ン
ト
数
だ
け
存
在
す
る
。
）
か
つ
B
D
A
か
ら
独
立
し
た
資
格
に
お
い
て
B
D
A
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
B
D
A
加
盟
の
連
合
会
お
よ
び
使
用
者
四
九
(
s
e
m
i
,
g
o
v
e
r
n
m
e
n
t
a
l
 
fun, 
針
を
提
示
す
る
の
み
で
あ
る
。
た
だ
し
全
国
的
レ
ペ
ル
で
ド
イ
ツ
労
働
組
団
体
の
数
は
、
一
九
五
九
年
一
月
一
日
現
在
第
二
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
B
D
A
自
体
は
、
基
本
的
に
は
一
産
業
部
門
ま
た
は
一
ラ
ン
ト
の
範
囲
を
こ
え
る
社
会
政
策
的
な
問
題
に
従
事
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
故
通
常
は
労
働
組
合
と
の
団
体
交
渉
に
直
接
関
与
す
る
こ
と
は
な
く
、
た
だ
基
本
的
方
合
総
同
盟
(
D
e
u
t
s
c
h
e
r
G
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
s
b
'
u
n
d
`
D
G
B
.
)
等
と
争
議
の
解
決
に
つ
い
て
協
議
し
た
り
す
る
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
る
が
、
こ
れ
は
自
発
的
な
調
停
、
和
解
の
手
段
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
故
B
D
A
の
活
動
領
域
は
労
働
政
策
、
社
会
政
策
全
般
に
わ
た
り
、
と
く
に
労
働
組
合
政
策
、
労
働
立
法
、
労
働
市
場
の
諸
問
題
が
重
要
な
活
動
分
野
を
な
し
て
い
る
。
会
議
所
は
、
事
業
者
団
体
お
よ
び
使
用
者
団
体
と
ほ
異
な
っ
て
、
地
域
的
利
害
を
代
表
す
る
地
域
的
組
織
で
あ
る
が
、
そ
の
職
能
は
会
員
に
た
い
す
る
助
言
的
職
能
と
準
政
府
的
職
能
ction)
で
あ
る
。
準
政
府
的
職
能
と
は
企
業
と
政
府
と
の
関
係
に
お
い
て
政
府
を
援
助
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
に
は
こ
の
会
議
所
に
前
述
の
ご
と
く
商
工
会
議
所
、
手
工
業
会
議
所
、
農
業
会
議
所
の
一
一
一
種
類
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
こ
れ
ら
の
会
議
所
へ
の
加
入
が
強
制
的
で
あ
る
地
方
の
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
会
議
所
へ
の
加
入
率
は
非
常
に
高
く
、
た
と
え
ば
商
工
会
議
所
に
加
入
し
て
い
る
企
業
者
は
一
九
五
六
年
―
二
五
万
人
を
か
ぞ
え
426-
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
⑧
 
て
い
る
。
商
工
会
議
所
は
全
西
独
に
お
い
て
今
日
八
一
存
在
す
る
が
、
そ
れ
が
各
ラ
ソ
ト
毎
に
連
合
会
を
形
成
し
、
全
国
総
連
合
体
と
し
て
ド
イ
ツ
商
工
会
議
所
(
D
e
u
t
s
c
h
e
r
Industrie,und H
a
n
d
e
l
s
t
a
g
,
 D
I
R
T
.
 
⑲
 
本
部
B
o
n
n
)
を
形
成
し
て
い
る
。
D
I
H
T
は
各
商
工
会
議
所
間
の
協
力
を
維
持
、
増
進
す
る
と
と
も
に
、
会
員
企
業
の
利
益
を
連
邦
政
府
お
よ
び
ラ
ン
ト
政
府
に
主
張
す
る
任
務
を
有
し
て
い
る
。
手
工
業
で
は
組
織
は
二
本
建
に
な
っ
て
お
り
、
年
の
手
工
業
者
保
護
法
(
H
a
n
d
w
e
r
k
e
r
s
c
h
u
t
z
g
e
s
e
t
z
)
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
行
政
区
域
(Regierungsbezirk)
毎
に
設
け
ら
れ
て
い
る
体
と
し
て
全
く
任
意
加
入
の
同
職
組
合
(Innung)
が
や
は
り
行
政
区
域
m
u
 
hu 
を
単
位
と
し
て
存
在
し
て
い
る
同
職
組
合
に
は
e
r
b
a
n
d
と
よ
ば
れ
る
ラ
ン
ト
水
準
で
の
連
合
体
が
あ
る
が
、
手
工
業
会
議
所
と
同
職
組
合
と
が
全
国
総
連
合
体
と
し
て
ド
イ
ッ
手
工
業
中
央
連
盟
(
Z
e
n
t
r
a
l
v
e
r
b
a
n
d
 d
e
s
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 H
a
n
d
w
e
r
k
s
,
N
D
H
・
 
"“
 "u 
B
o
n
n
)
を
形
成
し
て
い
る
。
本
部
以
上
は
、
担
当
す
る
職
能
、
分
野
に
違
い
が
あ
る
と
は
い
え
い
ず
れ
も
主
と
し
て
経
済
上
の
利
益
代
表
団
体
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
以
外
に
企
業
者
の
ク
ラ
ブ
的
存
在
と
し
て
の
社
会
的
な
思
想
的
な
団
体
が
あ
る
。
L
a
n
d
e
s
i
n
n
u
n
g
s
v
、
手
工
業
会
議
所
が
地
域
的
組
織
と
し
て
存
在
す
る
と
と
も
に
、
職
種
別
団
策
こ
そ
が
問
題
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
さ
に
こ
の
こ
と
が
全
国
連
合
体
た
る
使
用
者
団
体
に
く
ら
べ
て
、
事
業
者
団
体
の
場
合
に
は
全
国
的
な
経
済
政
た
と
え
ば
カ
ト
リ
ッ
ク
系
企
業
者
同
盟
(
B
u
n
d
 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
,
 B
K
U
.
)
、
独
立
企
業
者
活
動
共
同
体
(
A
S
U
)
、
青
年
企
業
者
組
織
(Die
J
u
n
g
e
n
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
)
等
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
団
体
に
つ
い
て
は
す
で
に
簡
単
で
あ
る
が
必
要
に
応
じ
て
言
及
し
て
き
d“
 
u
 
た
の
で
、
た
と
え
ば
A
S
U
は
い
う
ま
で
も
な
く
根
本
的
に
は
思
想
上
の
団
体
で
あ
る
が
、
利
益
代
表
団
体
と
し
て
も
活
躍
し
て
お
り
、
経
済
政
策
や
社
会
政
策
等
に
関
し
て
積
極
的
に
行
動
し
て
い
る
。
以
上
の
ご
と
き
多
種
多
様
な
企
業
者
連
合
団
体
に
お
い
て
、
B
D
I
が
そ
そ
の
影
密
力
は
ア
メ
リ
カ
の
B
D
I
に
相
当
す
る
組
織
た
る
全
米
製
造
業
N
A
M
.
)
 
者
協
会
(National
Association of 
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
e
r
s
,
 
⑳
 u
 
の
数
十
倍
に
も
お
よ
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
強
大
な
力
は
、
“̂ HU 
ハ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
と
、
会
員
が
経
営
上
こ
の
組
織
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
、
お
よ
び
会
員
が
完
全
に
こ
の
組
織
の
集
権
的
構
造
の
中
に
統
扱
う
商
工
会
議
所
や
、
問
題
が
産
業
別
、
ラ
ン
ト
別
に
お
い
て
処
理
さ
れ
る
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
と
ず
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
地
域
的
な
問
題
を
の
力
に
お
い
て
相
対
的
に
も
絶
対
的
に
も
最
も
強
大
で
あ
り
、
た
と
え
ば
一
方
で
は
、
一
八
九
七
J
こ
で
は
こ
れ
以
上
ふ
れ
な
い
こ
と
に
す
る
が
、
（
大
橋
）
五
0
Katholischer 
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ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
り
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
労
働
組
合
の
規
律
同
様
に
容
赦
の
な
い
(ruck,
ル
結
成
運
動
の
中
で
実
施
さ
れ
た
最
も
厳
格
な
手
段
」
で
確
保
さ
れ
て
お
た
と
え
ば
個
々
の
商
工
会
議
所
は
そ
の
自
律
権
(
A
u
t
o
n
o
m
i
e
)
に
た
い
し
て
非
常
に
関
心
が
高
く
、
商
工
会
議
所
へ
の
加
入
は
強
制
的
で
あ
る
場
合
も
あ
る
が
、
D
I
H
T
へ
の
加
入
は
任
意
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
B
D
A
の
規
約
に
よ
れ
ば
団
体
交
渉
の
際
に
お
け
る
意
思
決
定
権
が
加
盟
使
用
者
団
体
に
与
え
ら
れ
て
お
り
、
B
D
A
は
勧
告
を
行
な
う
に
す
ぎ
な
い
し
、
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
な
る
ほ
ど
B
D
A
の
決
定
に
拘
束
力
の
あ
る
も
の
も
あ
る
が
、
し
か
し
そ
の
場
合
に
は
そ
の
決
定
は
満
場
一
致
た
る
こ
と
を
必
要
と
し
て
い
る
。
こ
れ
に
た
い
し
て
B
D
I
の
構
成
は
厳
格
な
集
権
的
構
造
を
な
し
て
お
り
、
B
D
I
を
構
成
す
る
各
連
合
会
は
間
接
的
な
代
表
を
な
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
つ
ま
り
、
B
D
A
で
は
そ
れ
を
構
成
す
る
各
連
合
会
は
一
応
―
つ
の
独
立
し
た
組
織
を
な
し
て
い
る
が
、
B
D
I
の
四
そ
れ
は
B
D
I
を
代
表
す
る
代
理
人
(Agent)
に
す
ぎ
な
い
。
そ
れ
で
は
こ
れ
ら
の
組
織
に
お
い
て
会
員
に
た
い
す
る
統
制
は
具
体
的
曲
に
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
の
か
。
K
e
s
s
l
e
r
に
よ
る
と
、
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
た
と
え
ば
使
用
者
団
体
で
は
そ
の
規
律
が
「
カ
ル
テ
な
事
情
は
B
D
I
,
B
D
A
,
 D
I
R
T
の
規
約
に
そ
れ
ぞ
れ
反
映
し
て
い
る
。
B
D
I
の
力
を
よ
り
強
大
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
よ
う
五
sichtslos)
も
の
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ
は
、
労
働
組
合
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
経
済
的
な
ま
た
は
社
会
的
な
処
罰
に
限
ら
れ
て
い
た
が
、
相
当
に
き
び
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
罰
金
は
相
当
高
額
の
も
の
で
、
そ
の
た
め
に
多
く
の
団
体
で
は
あ
ら
か
じ
め
現
金
や
有
価
証
券
、
と
く
に
多
く
の
場
合
に
は
一
覧
払
の
手
形
を
保
証
金
(Kaution)
と
し
て
差
し
入
れ
さ
せ
て
お
い
た
ほ
ど
で
あ
る
。
罰
金
は
し
ば
し
ば
行
な
わ
れ
た
が
、
除
名
(Ausschlie.Bung)
も
時
に
は
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
場
合
に
は
仕
入
先
と
得
意
先
へ
の
同
盟
絶
交
宣
言
(Verrufserkllirung)
と
社
会
的
ボ
イ
コ
ッ
ト
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
、
完
全
な
経
済
的
社
会
的
没
落
を
意
味
し
て
い
た
。
ま
た
材
料
封
鎖
(Materialsperre)
と
顧
客
封
鎖
(Kundschaftssperre) 
立
の
当
初
に
は
、
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
た
い
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
も
あ
憫
る
し
、
労
働
組
合
と
締
結
す
る
労
働
協
約
の
効
力
を
通
じ
て
ア
ウ
ト
サ
イ
‘
皿
ダ
ー
の
団
体
へ
の
加
入
を
強
い
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
こ
う
し
た
T
e
r
r
o
r
i
s
m
u
s
~
占
領
軍
の
規
制
等
に
よ
g
 
』
U
っ
て
一
時
弱
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
後
占
領
軍
の
影
響
力
が
弱
ま
り
規
定
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
連
合
団
体
は
自
由
に
規
定
す
る
に
い
た
り
、
今
日
で
は
「
B
D
I
も
B
D
A
-
.
@
権
力
行
使
の
機
構
を
、
そ
れ
以
上
集
権
的
伝
統
的
な
考
え
方
が
復
活
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の
法
上
の
と
い
っ
た
類
似
の
手
段
が
、
使
用
者
団
体
成
428 
プ
を
と
っ
て
い
る
か
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
て
い
る
企
業
者
連
合
団
体
の
現
状
に
つ
い
て
概
親
し
た
の
で
、
次
に
こ
れ
以
上
で
、
ご
く
簡
単
に
で
は
あ
る
が
、
現
在
ド
イ
ツ
に
お
い
て
活
動
し
で
あ
り
、
と
く
に
ド
イ
ツ
最
大
の
通
信
阪
売
店
H
e
s
s
i
s
c
h
e
r
 
の
設
立
に
際
し
て
G
r
o
B
b
e
t
r
i
e
b
 d
e
s
 
E
i
n
z
e
l
h
a
n
d
e
l
s
を
含
め
若
干
の
事
業
者
団
体
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
た
「
破
壊
を
目
的
と
し
た
悪
意
あ
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
」
は
有
名
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
企
業
者
連
合
団
体
の
運
営
は
主
と
し
て
会
員
企
業
の
拠
出
す
る
会
費
(Beitrag)
il
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
が
、
に
よ
っ
て
き
め
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
し
て
総
会
で
の
投
票
権
も
ま
た
こ
の
額
の
い
か
ん
に
よ
っ
“̀ g
 
て
差
別
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
ら
の
企
業
者
連
合
団
体
に
お
い
て
い
か
な
る
も
の
た
ち
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
山
H
a
r
t
m
a
n
n
,
0
p
.cit••p.218. 
(
W•Herrmann, 
Industrielle O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
,
 
H
a
n
d
w
i
j
r
t
e
r
,
 
は
賃
銀
の
年
総
額
(
J
a
h
r
e
s
l
o
h
n
s
u
m
m
e
)
額
は
事
業
者
団
体
で
は
主
と
し
て
そ
の
企
業
の
売
上
高
、
使
用
者
団
体
で
そ
の
V
e
r
b
a
n
d
 
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
d
e
r
 
M
i
t
t
e
l
,
u
n
d
 
で
堅
固
な
抵
抗
不
能
に
し
て
同
時
に
多
面
的
な
も
の
が
全
く
考
え
ら
れ
な
閾
い
ほ
ど
強
く
階
層
的
に
そ
し
て
全
く
官
僚
的
に
形
成
し
て
き
て
い
る
」
の
N
e
c
k
e
r
m
i
m
n
 
K
.
G
.
 
b
u
c
h
 
der. 
Sozialwissenschaften, 
5. 
Bd., 
S
t
u
t
t
g
a
r
t
 /
 
T
u
b
i
n
g
e
n
/
G
l
l
t
t
i
n
g
e
n
 1956, 
S. 271. 
⑱
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit., 
p. 218. 
囚
前
稿
「
ド
イ
ツ
の
経
営
者
ー
ー
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
H
」。
固
た
と
え
ば
こ
う
し
た
観
点
か
ら
み
た
一
九
五
三
年
現
在
の
ド
イ
ツ
連
邦
使
用
者
団
体
連
合
(
B
D
A
)
の
構
成
内
容
は
第
三
表
の
通
り
で
、
純
粋
の
使
用
者
団
体
は
当
時
で
は
相
対
的
に
き
わ
め
て
少
数
で
あ
っ
た
。
(
W•Herrmann, 
Arbeitgeberverb!inde, a.a. 0・
こ
S.288.
m
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit., 
p. 
222. 
岡
D
r
.
G
a
b
l
e
r
s
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
,
L
e
x
i
k
o
n
,
 S. 696.,,r.
な
み
に
一
九
五
0
年
九
月
―
-
＝
日
現
在
の
、
農
林
業
、
家
内
業
的
事
業
所
を
除
い
た
私
営
事
業
所
(Ar)Jeitstatt)
総
数
は
二
、
0
五
二
、
九
0
二
で
あ
っ
た
。
Statistisches 
J
a
h
r
b
u
c
h
 for die B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
,
 1958, 
S
S
.
 
第三表 ドイツ連邦使用者団体連合構成
の連合会．使用者団体の種顆
I連合会 1使用者団体1
純粋の使用者団体 11 
事業者団体を兼ね
るもの 22 
ラソト連合会 12 
W. Herrmann, Arbeitgeberver-
bl!nde, Handwilrterbuch der 
Sozialwissenschaften, 
1. Bd., 
s. 288. 
60 
435 
340 
五
429 
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
156ー
157.
⑨
Statistisches 
J
a
h
r
b
u
c
h
 
fur 
d
i
e
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
,
 1960, 
ss. 216
ー
217.
な
お
D
I
R
T
は
一
八
六
一
年
結
成
さ
れ
た
A
l
l
g
e
m
e
i
n
e
r
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 H
a
n
d
e
l
s
t
a
g
の
後
身
で
あ
る
。
⑩
―
九
六
0
年
一
月
一
日
現
在
西
独
の
手
工
業
経
営
は
七
八
0
、
さ
二
、
手
工
業
会
議
所
は
四
五
、
同
職
組
合
は
九
、
六
三
七
で
あ
っ
た
。
Statistisches J
a
h
r
b
u
c
h
 fur die B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
,
 1960, S.156. 
皿
な
お
、
農
業
会
議
所
に
つ
い
て
は
別
に
ふ
れ
な
い
が
、
現
在
西
独
全
体
で
一
四
存
在
す
る
。
Statistisches
J
a
h
r
b
u
c
h
 fur die B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
,
 
lik, 
1960. 
S.156. 
⑫
前
稿
「
ド
イ
ツ
の
経
営
者
ー
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
H
」。
⑬
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
pp. 2_231224. 
閥
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. 
cit., 
p. 
223. 
⑮
最
近
あ
る
小
数
グ
ル
ー
プ
が
B
D
I
へ
の
直
接
参
加
を
申
し
入
れ
た
が
、
B
D
I
は
こ
の
申
し
入
れ
を
拒
否
し
該
当
す
る
事
業
者
団
体
へ
の
加
入
を
要
請
し
た
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
＾
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
直
接
加
盟
は
B
D
I
の
階
層
的
原
理
、
集
権
的
原
理
に
た
い
す
る
―
つ
の
危
険
を
な
す
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
後
述
の
ご
と
く
、
戦
前
の
R
D
I
は
直
接
加
入
を
認
め
て
い
た
。
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
p. 
224. 
澗
G
•
K
e
s
s
l
e
r
,
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
e
,
 H
a
n
d
w
l
!
r
t
e
r
b
u
c
h
 d
e
r
 
S
t
a
a
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
,
 1. 
Bd., J
e
n
a
 1923, 
S
S
.
 718ー
719.
闘
以
上
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
：
r
e
r
r
o
r
i
s
m
u
s
｀
ー
は
一
八
六
九
年
の
工
業
条
例
第
一
五
三
条
の
規
定
（
団
結
加
入
を
促
進
し
ま
た
は
団
結
脱
退
を
防
止
す
る
た
め
の
身
体
的
強
制
、
脅
迫
、
名
誉
毀
損
ま
た
は
同
盟
絶
交
宜
言
を
特
別
刑
罰
の
対
象
と
す
る
も
の
）
に
違
反
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
例
が
効
力
を
有
五
し
た
一
九
一
八
年
ま
で
に
お
い
て
も
、
条
例
違
反
と
し
て
摘
発
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
一
五
一
＿
一
条
は
、
実
際
に
は
、
労
働
組
合
に
た
い
す
る
ピ
ケ
ッ
テ
ン
グ
禁
止
立
法
と
し
て
の
み
機
能
し
た
の
で
あ
る
°
Kessler, a. a. 0., 
s. 718.
久
保
敬
治
著
「
ド
イ
ツ
労
働
法
の
展
開
過
程
」
＝
＝
頁
お
よ
び
第
五
章
。
⑱
他
方
時
に
は
労
働
組
合
の
側
か
ら
、
使
用
者
団
体
か
ら
脱
退
し
た
使
用
者
の
団
体
(
U
b
e
r
l
a
u
f
e
r
v
e
r
e
i
n
)
、
い
わ
ば
黄
色
使
用
者
団
体
(gelber
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
)
が
作
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
た
と
え
ば
"
F
r
e
i
e
"
V
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
e
n
 
v
o
n
 
B
a
c
k
e
r
m
e
i
s
t
e
r
n
,
 
G
l
a
s
e
r
m
e
i
s
t
e
r
n
`
 
S
c
h
n
e
i
d
e
r
m
e
i
s
t
e
r
n『
F
r
i
s
e
u
r
e
n
in B
e
r
l
i
n
が
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
黄
色
労
働
組
合
同
様
現
実
の
生
存
力
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
°
Kessler, a. a. 
0., 
S.719. 
⑱
占
領
軍
の
企
業
者
連
合
団
体
に
た
い
す
る
当
時
の
政
策
は
、
大
体
次
の
一
ー
一
点
に
要
約
さ
れ
う
る
。
H
同
一
の
任
務
に
た
い
し
て
複
数
の
組
識
を
容
認
す
る
。
口
加
入
は
任
意
で
あ
り
、
か
つ
加
入
を
拒
否
．
で
き
な
い
。
回
企
業
者
連
合
団
体
は
諮
問
的
職
能
(consultive
function)
の
み
を
行
な
う
。
⑳
K
.
 Pritzkoleit, D
i
e
 n
e
u
e
n
 H
e
r
r
e
n
,
 M
u
n
c
h
e
n
 1955, S.164. 
閥
た
と
え
ば
戦
前
の
使
用
者
団
体
で
は
会
費
は
大
体
年
賃
銀
総
額
の
一
0
0
0
分
の
0
、
五
か
ら
四
ま
で
の
間
で
あ
っ
た
し
、
ま
た
現
在
の
事
業
者
団
体
で
は
最
低
売
上
高
の
一
0
0
0の
二
と
い
わ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
使
用
者
団
体
で
ス
ト
ラ
イ
キ
補
償
基
金
(Streikentschadigung).jl,J
設
け
て
い
る
場
合
に
は
も
っ
と
多
い
。
そ
し
て
こ
の
会
費
は
税
法
上
費
用
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
。
Kessler, a.a. 0., S.718•Herrmann`Arbeitgeberverblinde, 
a.a. 0., 
S. 
290•Herrmann, 
Industrielle O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
e
n
`
a
.
 
a.O., 
S.270. 
430 
者
た
ち
は
組
織
の
枢
要
な
地
位
を
ほ
と
ん
ど
占
め
て
い
る
が
、
た
と
え
ば
団
体
の
一
役
員
は
ハ
ル
ト
マ
ン
に
た
政
策
は
そ
う
い
っ
た
例
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
近
に
お
い
て
は
、
指
導
者
た
ち
企
業
者
連
合
団
体
に
お
け
る
「
人
」
を
み
る
場
合
ま
ず
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
柄
に
、
「
名
士
の
原
理
」
(
H
o
n
o
r
a
t
i
o
r
e
n
p
r
i
n
z
i
p
)
と
い
う
―
つ
の
原
則
が
あ
る
。
こ
こ
で
「
名
士
」
と
は
、
組
織
か
ら
報
酬
を
う
け
る
こ
と
な
し
に
成
員
の
利
益
の
た
め
に
組
織
の
管
理
を
行
な
う
か
、
組
織
内
で
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
成
員
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
で
は
、
組
織
の
最
高
の
指
導
的
地
位
に
あ
る
も
の
た
ち
は
通
常
こ
う
し
た
「
名
土
」
た
ち
な
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
最
「
名
士
」
た
ち
が
組
織
の
仕
事
に
専
心
没
頭
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
公
式
の
原
理
が
く
ず
れ
か
け
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
日
に
お
い
て
も
こ
の
原
理
に
関
連
し
た
現
象
が
企
業
者
連
合
組
織
に
お
い
て
見
出
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
Il 
ハ
ル
ト
マ
ン
に
よ
る
と
、
組
織
の
集
権
性
と
か
組
織
よ
り
も
人
に
指
向
し
さ
て
、
企
業
者
連
合
団
体
に
お
け
る
指
導
者
た
ち
に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。
そ
の
一
っ
は
い
う
ま
で
も
な
く
企
業
者
た
ち
で
あ
る
。
企
業
B
D
I
で
は
こ
れ
ら
の
企
業
者
は
さ
ら
に
二
つ
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
一
っ
は
B
D
I
の
議
長
団
(
P
r
a
s
i
d
i
u
m
)
の
大
多
数
を
占
め
る
超
大
企
業
の
代
表
者
た
ち
で
、
一
九
人
の
議
長
団
中
実
に
一
六
ー
一
七
人
が
こ
れ
ら
の
大
企
業
の
代
表
者
た
ち
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
今
―
つ
の
グ
ル
ー
プ
は
中
小
企
業
の
代
表
者
た
ち
で
理
事
会
(
V
o
r
s
t
a
n
d
)
に
比
較
的
多
く
の
席
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
理
事
会
ほ
規
約
上
に
お
い
て
力
が
弱
い
ば
か
り
で
は
な
く
、
交
替
が
議
長
団
に
お
け
る
よ
り
も
激
し
い
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
重
要
な
機
関
と
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
B
D
I
の
指
導
的
な
企
業
者
た
ち
は
以
上
の
よ
う
に
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
う
る
が
、
そ
れ
以
外
の
基
準
を
も
っ
て
一
概
に
特
徴
づ
2
 
け
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
よ
る
と
、
こ
れ
ら
の
企
業
者
た
ち
は
消
極
的
に
、
そ
れ
に
派
遣
さ
れ
た
た
め
に
就
任
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、
自
ら
率
先
し
て
そ
の
職
に
つ
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
十
分
い
い
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
企
業
者
に
た
い
す
る
定
義
を
「
自
立
し
た
政
治
的
活
動
に
た
い
す
る
熱
情
を
有
す
る
も
の
」③ 
と
い
い
か
え
て
も
い
い
ほ
ど
で
あ
る
と
、
ハ
ル
ト
マ
ン
は
皮
肉
っ
て
い
る
。
し
か
し
以
上
の
こ
と
は
B
D
I
に
つ
い
て
の
み
い
い
う
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
BDA!,d.
つ
い
て
は
も
は
や
妥
当
し
な
い
。
あ
る
企
業
者
連
合
「B
D
A
の
最
高
の
地
位
は
人
事
管
理
者
に
与
え
ら
れ
る
。
枢
要
な
人
物
(
k
e
y
p
e
r
s
o
n
)
は
B
D
I
に
は
い
り
（
大
橋
）
五
四
431 
た
が
る
が
、
そ
れ
は
B
D
I
が
よ
り
多
く
の
権
力
を
与
え
る
た
め
で
あ
る
」
と
語
っ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
よ
る
と
、
こ
の
言
葉
は
、
B
D
A
の
指
導
者
た
ち
の
顔
ぶ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
完
全
に
正
し
い
と
は
い
囚
え
な
い
に
し
て
も
、
全
然
不
当
な
も
の
で
も
な
い
と
い
わ
れ
る
。
従
し
て
い
る
役
員
た
ち
で
、
団
体
役
員
(Geschaftsflihrer)
団
体
経
営
者
(
V
e
r
b
a
n
d
s
m
a
n
a
g
e
m
e
n
t
)
と
よ
ば
れ
る
も
の
た
ち
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
影
響
力
は
、
明
白
な
根
拠
が
少
な
い
た
め
に
、
確
認
す
る
の
に
困
難
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
職
能
に
つ
い
て
の
公
式
的
な
報
告
も
か
な
り
不
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
団
体
経
営
者
た
ち
が
第
二
次
じ
た
こ
と
は
疑
い
も
な
い
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
B
D
I
は
一
九
四
九
議
長
団
の
一
員
た
る
二
名
の
も
の
と
協
同
し
て
、
事
業
者
団
体
の
全
国
連
議
(
K
o
n
f
e
r
e
n
z
d
e
r
 Geschiiftsftihrer)
が
一
時
的
な
身
代
り
と
し
て
活
動
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
て
、
B
D
I
が
設
立
さ
れ
た
際
に
も
B
D
I
の
ス
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
五
五
ftspolitik)
と
い
う
形
式
を
樹
立
し
、
う
し
た
全
国
連
合
体
の
結
成
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
た
め
に
、
団
体
役
員
会
ま
た
は
う
し
た
こ
と
は
使
用
者
団
体
に
つ
い
て
も
い
い
う
る
の
で
あ
っ
て
、
す
で
に
一
九
四
五
年
に
米
、
英
、
仏
軍
占
領
地
域
に
お
い
て
作
ら
れ
た
地
方
的
な
社
会
委
員
会
は
、
後
に
B
D
A
設
立
の
土
台
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
6
 
全
く
か
れ
ら
の
努
力
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
か
れ
ら
の
影
響
力
は
そ
の
後
に
お
い
て
業
務
の
複
雑
化
、
厖
大
化
と
と
も
に
ま
す
ま
す
増
大
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
団
体
経
営
者
た
ち
の
こ
う
し
た
影
響
力
の
増
大
は
戦
後
に
は
じ
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
す
で
に
戦
前
の
一
九
二
三
年
に
K
e
s
s
l
e
r
は
、
使
用
者
団
体
に
つ
い
て
で
は
あ
る
が
、
「
指
導
権
は
、
以
前
に
は
、
名
誉
職
的
な
理
事
会
に
あ
っ
た
が
、
う
け
た
法
律
顧
問
(
S
y
n
d
i
k
u
s
)
、
団
体
役
員
、
事
務
総
長
(General,
m
 
sekretiir)
の
手
中
に
あ
る
」
と
の
べ
て
い
る
し
、
ま
た
一
九
―
―
-0年
に
H. r. 
B
e
c
k
e
r
a
t
h
 
t!
、
団
体
経
営
者
の
力
が
増
大
す
る
こ
と
は
「
現
代
閻
産
業
主
義
の
論
理
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
戦
前
の
団
体
経
営
者
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
工
業
家
中
央
連
盟
(
C
e
n
t
r
a
l
v
e
r
b
a
n
d
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 
Industrieller, 
C
V
.
)
の
長
年
の
事
務
総
長
で
あ
っ
て
、
「
企
業
者
連
合
団
体
に
よ
る
経
済
政
策
の
決
定
」
(
V
e
r
b
a
n
d
b
e
s
t
i
m
m
t
e
W
i
r
t
s
c
h
a
,
 
cく
発
展
の
第
一
の
功
労
者
と
合
体
を
再
建
す
る
よ
う
努
力
を
は
じ
め
た
。
当
時
は
占
領
軍
に
よ
っ
て
そ
業
部
門
を
異
に
し
た
連
合
会
の
二
人
の
団
体
役
員
が
、
現
在
も
B
D
I
の
年
一
0
月
九
日
に
設
立
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
す
で
に
一
九
四
六
年
に
産
大
戦
後
の
企
業
者
連
合
団
体
の
再
建
に
お
い
て
非
常
に
重
要
な
役
割
を
演
現
在
で
は
事
実
上
、
有
給
の
、
多
く
は
経
済
学
、
法
律
に
つ
い
て
教
育
を
企
業
者
連
合
団
体
に
お
け
る
指
導
者
の
第
二
の
グ
ル
ー
プ
は
団
体
に
専
15 
ク
ッ
フ
部
門
の
大
半
は
こ
れ
ら
団
体
経
営
者
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
た
。
こ
432 
意
織
し
、
そ
の
期
待
に
反
し
な
い
よ
う
行
動
し
て
い
る
し
、
他
方
企
業
者
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
圃
も
い
わ
れ
る
H
e
n
r
y
A. B
u
e
c
k
が
と
く
に
有
名
で
あ
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
団
体
経
営
者
の
影
響
力
が
戦
前
と
は
く
ら
べ
も
の
に
な
ら
な
い
程
増
大
し
た
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
団
体
経
営
者
の
影
響
力
の
増
大
に
は
、
当
然
な
が
ら
、
企
業
者
の
側
か
ら
の
反
対
が
あ
っ
た
。
と
く
に
独
立
企
業
者
は
、
こ
う
し
た
傾
向
は
企
業
の
独
nu 。
立
的
経
営
に
た
い
す
る
潜
在
的
脅
威
で
あ
る
と
主
張
し
た
し
、
青
年
企
業
者
組
織
の
機
関
誌
"
J
u
n
g
e
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
`
9
は
団
体
経
営
者
の
権
力
増
4"～
 
"u 
大
に
反
対
す
る
主
張
を
行
な
っ
た
。
し
か
し
全
体
と
し
て
は
、
円
滑
な
協
力
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
団
体
経
営
者
も
か
れ
ら
の
顧
客
(clientele)
た
る
企
業
者
の
欲
す
る
の
が
命
令
で
は
な
く
て
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
を
た
ち
も
技
術
的
問
題
の
解
決
に
際
し
て
の
専
門
家
の
優
秀
性
を
意
識
し
、四
両
者
の
利
益
に
お
い
て
協
力
関
係
が
維
持
さ
れ
て
い
る
と
、
い
わ
れ
る
。
山
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. 
cit.̀
p.225. 
図
H
a
r
t
m
a
n
n
`
o
p
.
cit.
p`.226. 
⑪
す
で
に
前
に
紹
介
し
た
よ
う
に
（
前
稿
「
ド
イ
ツ
の
経
営
者
」
）
＾
ル
ト
マ
ン
が
イ
ン
ク
ー
ビ
ュ
ウ
し
た
あ
る
著
名
な
株
式
会
社
の
取
締
役
会
議
長
は
、
企
業
者
と
は
、
真
の
定
義
に
お
い
て
は
、
「
事
業
に
お
い
て
自
立
的
に
活
動
す
る
熱
情
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
べ
た
の
で
あ
る
が
、
（
ル
ト
マ
ソ
は
そ
れ
を
引
合
い
に
出
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. 
cit., 
p.226. 
固
H
a
r
t
m
a
n
n
`
o
p
.
cit., 
p.226. 
（
大
橋
）
固
戦
後
企
業
者
連
合
団
体
の
再
建
に
努
力
し
た
企
業
者
や
団
体
経
営
者
た
ち
は
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
よ
る
と
、
今
日
で
は
す
で
に
老
兵
(old
t
i
m
e
r
)
 
/J.
属
す
る
の
で
あ
っ
て
、
BDIで
は
そ
れ
ら
の
企
業
者
の
中
に
は
現
在
も
議
長
団
の
一
員
と
し
て
組
織
指
導
に
従
事
し
て
い
る
も
の
も
い
る
が
、
団
体
経
営
者
の
多
く
は
ほ
と
ん
ど
新
人
と
交
替
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
す
で
に
戦
後
に
つ
い
て
み
て
も
指
導
者
た
ち
の
交
替
が
あ
り
、
一
九
五
五
年
を
境
に
歴
史
的
に
二
つ
の
時
期
が
画
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. 
cit., 
pp. 226ー
227.
⑥
興
味
の
あ
る
こ
と
は
、
ド
イ
ツ
職
員
組
合
(
D
e
u
t
s
c
h
e
A
n
g
e
s
t
e
l
l
t
e
n
-
g
e
w
e
r
k
s
c
h
a
f
t
•
D
A
G
.
)
の
結
成
も
や
は
り
戦
後
に
生
き
延
び
た
団
体
経
営
者
た
ち
の
努
力
に
負
っ
て
い
る
と
、
い
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit.•p.227. 
切
K
e
s
s
l
e
r
•
a
.
a
.
O
.
,
S.717. 
⑧
H
.
 r. Beckerath•Per 
m
o
d
e
r
n
e
 Industrialismus, 
J
e
n
a
 
1930, 
S.242. 
⑨
H
e
r
r
m
a
n
n
,
 Industrielle O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
e
n
,
 a.a.O., 
S. 271. 
UOl
た
と
え
ば
J.
W
i
n
s
c
h
u
h
は
そ
の
著
c
^
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
u
n
d
 soziale B
e
t
r
i
e
b
s
g
e
s
t
a
l
t
u
n
g
"
 K<1ln 1952, 
S. 1. 
/J.
お
い
て
「
団
体
役
員
は
企
業
者
を
代
表
し
た
り
代
弁
し
よ
う
と
す
べ
き
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
で
き
う
る
な
ら
ば
、
企
業
者
が
職
場
に
お
い
て
『
指
導
者
』
と
し
て
行
動
し
労
働
者
と
人
間
的
に
接
し
う
る
よ
う
、
忠
告
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
ベ
て
い
る
。
Ul
た
と
え
ば
一
九
五
三
年
六
月
号
、
一
九
五
四
年
―
二
月
号
。
⑫
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
pp. 227ー
282.
五
六
433 
一
八
九
四
年
結
成
の
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
K
o
n
v
e
n
t
i
o
n
 
（
大
橋
）
sachsisch,thiiringischer 
の
で
あ
る
が
、
事
業
者
団
体
で
あ
る
と
同
時
に
使
用
者
団
体
で
あ
っ
た
し
、
五
七
代
表
し
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
C
く
の
こ
の
重
工
業
偏
重
は
軽
工
業
部
門
に
は
大
企
業
、
そ
れ
も
鉱
山
業
、
鉄
鋼
業
等
の
重
工
業
部
門
の
大
企
業
を
一
八
七
0
年
代
の
終
り
に
事
業
者
団
体
は
七
四
を
か
ぞ
組
合
運
動
の
牙
城
、
労
働
組
合
お
よ
び
社
会
民
主
党
の
仇
敵
と
し
て
精
力
能
の
み
を
果
た
す
純
粋
の
事
業
者
団
体
で
は
な
く
、
使
用
者
団
体
と
し
て
ど
が
事
業
者
団
体
と
し
て
結
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
経
済
政
策
的
機
有
し
、
に
一
八
二
0
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
初
期
の
団
体
は
、
ほ
と
ん
は
、
上
記
の
経
済
的
目
的
と
社
会
的
目
的
と
の
両
者
を
追
求
す
る
機
能
を
ド
イ
ツ
に
お
い
て
最
初
の
企
業
者
連
合
団
体
が
生
ま
れ
た
の
は
、
す
で
そ
の
歴
史
的
発
展
過
程
を
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
以
上
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
に
お
い
て
は
企
業
者
連
合
団
体
は
質
的
に
も
量
的
に
も
他
国
に
比
し
て
著
し
い
特
殊
性
を
有
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
事
業
な
わ
れ
て
い
る
と
か
、
BDIが
他
の
団
体
に
比
し
て
圧
倒
的
な
力
を
有
し
て
い
る
と
い
っ
た
、
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
に
お
け
る
特
殊
性
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、
実
は
、
多
く
は
そ
の
発
展
過
程
に
お
い
て
で
あ
る
の
で
、
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
の
性
格
、
機
能
、
実
態
を
知
る
た
め
に
ぱ
、
の
機
能
や
、
時
に
は
カ
ル
テ
ル
と
し
て
の
機
能
す
ら
兼
ね
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
労
働
協
約
制
度
の
形
成
に
関
し
て
と
く
に
有
名
で
あ
る
D
e
u
t
s
c
h
e
r
 B
u
c
h
d
r
u
c
k
e
r
v
e
r
e
i
n
 ~
一
八
六
九
年
に
結
成
さ
れ
た
も
者
団
体
と
使
用
者
団
体
と
の
間
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
団
体
間
の
分
業
が
行
歴
史
的
背
景
F
a
r
b
e
r
e
i
e
n
 
t;:
カ
ル
テ
ル
で
あ
り
、
事
業
者
団
体
で
あ
り
、
か
つ
使
用
者
団
体
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
八
二
五
年
設
立
の
B
o
r
s
e
n
v
e
r
e
i
n
d
e
r
 
d
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
c
h
h
a
n
d
l
e
r
 
t;:事
ェ
業
令
有
岡
i仕
吋
で
太
字
Q
と
同
時
に
す
で
に
l
 
カ
ル
テ
ル
で
も
あ
っ
た
6
事
業
者
団
体
の
結
成
が
と
く
に
盛
ん
に
な
っ
た
の
は
、
各
種
の
団
結
禁
止
令
を
撤
発
し
た
一
八
六
九
年
の
工
業
条
例
発
布
以
後
の
こ
と
で
あ
る
が
、
と
く
に
一
八
七
0
年
代
に
お
い
て
は
、
一
方
で
は
普
仏
戦
争
後
に
お
け
る
恐
慌
に
対
処
す
る
た
め
の
保
護
関
税
政
策
の
推
進
と
、
他
方
で
は
増
大
す
る
組
織
労
働
者
か
ら
の
攻
撃
に
対
処
す
る
目
的
を
も
っ
て
、
労
慟
組
合
の
発
展
と
ま
さ
に
対
応
し
つ
つ
、
事
業
者
団
体
は
発
展
し
た
。
こ
れ
ら
の
事
業
者
団
体
は
、
使
用
者
団
体
の
結
成
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
お
い
て
一
八
七
六
年
に
結
成
さ
れ
た
事
業
者
団
体
の
最
初
の
全
国
総
連
合
12 
体
、
ド
イ
ッ
工
業
家
中
央
連
盟
(
C
V
)
も
、
周
知
の
よ
う
に
、
反
労
働
的
に
活
躍
し
た
。
え
、
そ
の
多
く
は
C
く
に
加
盟
し
て
い
た
が
、
C
V
そ
の
も
の
は
基
本
的
434 
工
業
部
門
を
代
表
す
る
C
V
も
、
使
用
者
団
体
の
組
織
的
な
結
成
を
は
か
業
す
ら
も
認
め
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
自
己
以
外
に
意
思
決
定
権
を
も
つ
性
を
痛
感
す
る
に
い
た
り
、
使
用
者
団
体
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
た
重
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
C
く
は
結
局
両
団
体
間
に
お
け
る
公
式
的
な
分
労
働
制
を
め
ぐ
っ
て
の
大
争
議
で
あ
っ
た
。
企
業
者
た
ち
は
団
結
の
必
要
の
後
に
お
い
て
も
社
会
的
問
題
に
つ
い
て
積
極
的
な
関
心
を
示
し
、
と
く
に
軽
工
業
に
お
い
て
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
労
働
協
約
制
度
に
た
い
し
て
、
業
者
た
ち
は
、
徐
々
に
勢
力
を
増
大
し
つ
つ
あ
っ
た
労
働
組
合
と
、
と
く
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
企
業
者
た
ち
は
分
裂
し
て
あ
ら
た
に
工
業
家
同
盟
striellen, 
B
u
n
d
.
)
を
結
成
し
た
。
(
B
u
n
d
 d
e
r
 I
n
d
u
、
純
粋
の
使
用
者
団
体
結
成
の
動
き
は
一
八
四
0
年
代
以
来
行
な
わ
れ
て
い
た
の
で
は
あ
る
が
、
結
実
を
み
る
こ
と
な
く
、
永
続
的
な
純
粋
の
使
用
者
団
体
が
生
ま
れ
た
の
は
や
っ
と
一
八
八
0
年
代
の
末
で
、
V
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 
E
i
s
e
n
i
n
d
u
s
t
r
i
e
 
in 
H
a
m
b
u
r
g
お
よ
び
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
③
 
fiir 
d
a
s
 B
a
u
g
e
w
e
r
b
e
 in 
A
l
t
e
n
b
u
r
g
を
も
っ
て
嘴
矢
と
す
る
。
当
時
企
業
者
た
ち
、
な
か
ん
ず
く
重
要
産
業
(Basisindustrie)
の
企
政
府
の
介
入
と
黄
色
労
働
組
合
(gelber
V
e
r
e
i
n
)
 
の
援
助
を
頼
り
と
し
て
、
露
骨
な
反
対
政
策
を
と
り
、
そ
の
た
め
ま
た
使
用
者
団
体
の
必
要
性
を
認
め
な
か
っ
如
。
こ
う
し
た
傾
向
に
一
っ
の
転
機
を
与
え
た
の
は
、
一
九
0-1一年
C
r
i
m
m
i
t
s
c
h
a
u
の
織
物
工
業
に
お
い
て
起
っ
た
十
時
間
業
と
軽
工
業
と
の
矛
盾
は
遂
に
一
八
九
五
年
に
爆
発
し
、
軽
工
業
部
門
の
の
企
業
に
た
え
ず
不
満
を
惹
起
し
て
い
た
。
こ
の
C
V
内
に
お
け
る
重
工
（
大
橋
）
ド
イ
ツ
使
用
者
団
体
中
央
本
部
(Hauptstelle
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 A
r
b
e
i
t
-
geberverblinde, Hauptstelle.)
を
一
九
0
四
年
設
立
す
る
に
い
た
5
 
っ
た
q
他
方
B
u
n
d
も
同
年
傘
下
産
業
部
門
お
よ
び
手
工
業
の
使
用
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
と
し
て
ド
イ
ツ
使
用
者
団
体
協
会
d
e
u
t
s
c
h
e
r
 A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
e
,
 
Verein.)
を
結
成
し
た
。
(
V
e
r
e
i
n
 
か
く
し
て
こ
こ
に
経
済
政
策
的
問
題
は
事
業
者
団
体
、
社
会
政
策
的
問
題
は
使
用
者
団
体
と
い
う
、
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
の
―
つ
の
特
徴
た
る
い
わ
ゆ
る
両
団
体
間
に
お
け
る
分
業
が
一
応
確
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
分
業
は
、
と
く
に
当
時
に
お
い
て
は
、
完
全
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
不
完
全
性
は
と
く
に
C
く
と
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
と
の
間
の
関
係
に
お
い
て
み
ら
れ
る
。
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
の
設
立
に
あ
た
っ
て
両
団
体
間
に
お
け
る
分
業
が
協
定
さ
れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
C
く
は
そ
に
そ
の
立
法
に
関
し
て
は
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
も
と
も
と
C
く
は
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
に
た
い
し
て
絶
対
的
な
優
越
性
を
有
し
て
い
た囮
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
規
約
上
に
お
い
て
も
保
証
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
る
と
と
も
に
、
傘
下
産
業
部
門
の
使
用
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
と
し
て
五
八
435 
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
業
者
団
体
に
お
い
て
も
、
（
大
橋
•
年
に
一
度
合
同
し
さ
ら
に
戦
争
中
に
は
K
r
i
e
g
s
a
u
s
s
c
h
u
B
d
e
r
 deuts, 
c
h
e
n
 
Industrie
を
i
9
っ
た
こ
と
も
あ
る
C
く
と
B
u
n
d
と
が
最
終
一
九
一
九
年
二
月
一
＝
日
に
は
、
一
九
〇
六
ー
八
五
九
に
も
飛
躍
的
に
発
展
し
た
。
一
九
二
二
年
に
は
ほ
と
ん
ど
全
産
業
部
門
に
働
問
題
の
重
大
化
を
背
景
に
し
て
、
当
時
使
用
者
団
体
は
質
的
に
も
量
的
こ
の
よ
う
な
事
情
や
、
甚
本
的
に
は
そ
の
基
礎
に
あ
る
社
会
問
題
、
労
慟
協
約
令
に
よ
っ
て
立
法
化
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
定
(Ko11ektivvereinbarung)
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
使
用
者
団
体
組
織
に
お
い
て
は
、
す
で
に
戦
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
中
央
労
働
協
同
体
協
定
に
よ
っ
て
労
働
条
件
は
集
合
協
変
容
に
相
応
し
て
、
企
業
者
連
合
団
体
の
力
は
か
え
っ
て
大
い
に
増
大
し
根
拠
の
一
っ
は
、
わ
ら
な
か
っ
た
。
と
い
う
よ
り
は
、
戦
後
に
お
け
る
ド
イ
ッ
資
本
主
義
の
と
V
D
A
と
は
並
存
し
合
同
す
べ
き
で
は
な
い
と
す
る
主
張
の
具
体
的
な
い
ず
れ
に
し
ろ
第
二
帝
制
下
に
お
い
て
は
、
企
業
者
連
合
団
体
に
た
い
m
 
組
織
の
存
在
を
容
認
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
並
立
す
る
二
つ
の
使
用
者
団
体
の
全
国
総
連
合
体
の
う
ち
、
V
e
r
e
i
n
の
方
は
労
働
組
合
と
の
交
渉
や
使
用
者
の
団
結
に
つ
い
て
積
極
的
に
活
躍
し
た
の
に
た
い
し
て
、
H
a
u
、
ptstelle 
:t!
ス
ト
ラ
イ
キ
基
金
の
形
成
、
職
業
紹
介
機
関
の
設
置
、
一
般
18 
的
社
会
政
策
へ
の
関
与
に
ほ
と
ん
ど
専
心
し
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
こ
れ
に
は
以
上
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
す
る
政
府
の
積
極
的
な
態
度
や
、
労
働
組
合
の
発
展
に
影
響
さ
れ
て
、
企
業
19 
者
連
合
団
体
は
全
体
的
に
ほ
質
的
に
も
量
的
に
も
発
展
し
た
が
、
こ
の
こ
と
は
第
一
次
大
戦
後
の
ワ
イ
マ
ー
ル
体
制
下
に
お
い
て
も
基
本
的
に
は
か
前
の
一
九
―
―
―
一
年
Hauptstelle
と
く
erein
が
合
同
し
、
ド
イ
ッ
使
用
者
団
体
連
合
(
V
e
r
e
i
n
i
g
u
n
g
d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
-
linde, 
V
D
A
.
)
と
い
う
単
一
組
織
が
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
事
的
に
合
同
し
て
ド
イ
ツ
帝
国
工
業
遮
盟
(
R
e
i
c
h
s
v
e
r
b
a
n
d
d
e
r
 
deu-
n" u
 
t
s
c
h
e
n
 Industrie, RDI.)
が
結
成
さ
れ
、
戦
後
に
お
け
る
労
働
攻
勢
に
た
い
し
て
資
本
戦
線
の
統
一
が
ほ
か
ら
れ
た
。
当
時
資
本
が
戦
線
の
統
一
を
ほ
か
る
の
に
い
か
に
急
で
あ
っ
た
か
は
、
R
D
I
の
設
立
に
際
し
て
、
りnu 
R
D
I
に
V
D
A
を
も
さ
ら
に
統
合
せ
し
め
よ
う
と
す
る
主
張
す
ら
行
な
わ
れ
た
こ
と
か
ら
も
十
分
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
主
張
に
た
い
し
て
は
、
結
局
、
両
組
織
の
任
務
が
異
な
る
こ
と
、
使
用
者
団
体
に
お
け
る
規
律
は
よ
り
厳
格
で
あ
る
こ
と
、
使
用
者
団
体
で
は
地
方
的
考
慮
が
d
 u
 
重
要
で
あ
る
こ
と
等
を
理
由
に
し
た
V
D
A
側
の
反
論
が
大
勢
を
制
し
、
R
D
!
と
V
D
A
と
は
一
応
並
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
R
D
!
一
九
一
八
年
―
一
月
一
五
日
労
働
組
合
と
の
問
に
締
結
こ
と
が
協
定
さ
れ
、
つ
づ
い
て
そ
れ
が
一
九
一
八
年
ご
一
月
二
三
日
グ
労
436 
ず
提
案
的
な
意
味
し
か
有
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
拘
束
力
あ
る
Hauptstelle
の
時
代
に
は
中
央
組
織
の
決
定
は
な
ん
ら
拘
束
力
を
も
た
を
指
導
す
る
機
関
と
し
て
大
き
な
役
割
を
演
じ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
の
に
役
立
ち
、
V
D
A
は
当
時
労
働
に
た
い
す
る
資
本
の
秩
序
あ
る
行
動
ら
に
六
月
一
九
日
に
は
R
D
I
と
V
D
A
を
合
同
さ
せ
て
ド
イ
ッ
工
業
帝
合
体
た
る
V
D
A
に
た
い
し
て
は
、
そ
の
集
権
性
お
よ
び
権
力
を
強
め
る
S
p
a
n
n
の
思
想
に
依
拠
し
て
組
織
を
再
編
成
す
る
こ
と
に
決
意
し
、
u
n
g
 d
e
r
 Klassen_gegensatze. 
T
h
.
 Geiger) 
出
せ
し
め
た
。
他
方
、
以
上
の
よ
う
な
事
情
は
使
用
者
団
体
の
全
国
総
連
u
n
d
 
H
a
l
b
a
c
h
 
九
―
―
―
―
―
一
年
五
月
一
1
一日
R
D
I
に
指
尊
者
原
理
を
導
入
す
る
と
言
明
し
、
さ
国
身
分
団
(Reichsstand
d
e
r
 d
e
u
t
s
c
h
e
n
 
Industrie, 
Reichs, 
stand.)
を
結
成
し
た
。
し
か
し
こ
の
自
主
的
な
改
革
も
ナ
チ
を
満
足
さ
は
自
発
的
に
こ
の
要
請
に
応
じ
る
よ
う
、
と
い
う
事
態
を
現
ドイツ使用者団体連合加盟の
使用者団体数の変化
- --一
年 1連合会 1使用者団体 1加盟企業の属用労働者
（単位百万人）
1913 I 61 I 249 I 2.25※ 
1919 I 76 I 298 I 2.50 
1920 I 130 I 575 I 4. 
1921 I 200 I 1591 I 8. 
1922 I 215 I 1750 I 8. 
※ただし1914年現在
Kessler, Arbeitgeberverbande, a.a.O., S.716. 
第六表
ん
で
お
り
、
参
照
）
労
働
組
合
の
発
展
と
対
応
し
て
ま
さ
に
「
階
級
対
立
の
制
度
化
」
(Institutionalisier, 
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
は
政
権
獲
得
の
ニ
ヶ
月
後
、
す
な
わ
ち
一
九
一
―
―
―
―
一
年
三
月
二
―
日
に
経
済
に
た
い
す
る
政
治
の
優
越
性
を
確
立
す
る
と
宣
言
し
た
。
こ
れ
に
呼
応
し
て
当
時
の
R
D
I
会
長
G
u
s
t
a
v
K
r
u
p
p
 v
o
n
 B
o
h
l
e
n
 
展
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
（
第
六
表
は
八
0
0万
人
に
お
よ
は
一
七
五
0
、
加
盟
企
け
で
も
一
九
二
二
年
に
業
の
雇
用
す
る
労
働
者
加
盟
の
使
用
者
団
体
だ
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
わ
た
っ
て
使
用
者
団
体
箇u
 
は
組
織
さ
れ
、
V
D
A
（
大
橋
）
決
定
す
ら
行
な
わ
れ
う
る
こ
と
に
な
り
、
ま
さ
し
く
使
用
者
団
体
は
「
突
ハ出u
 
如
と
し
て
政
治
お
よ
び
経
済
の
一
般
的
発
展
の
真
只
中
に
お
か
れ
た
」
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
V
D
A
の
こ
の
よ
う
な
強
大
化
も
、
R
D
I
に
た
い
す
る
関
係
に
お
い
て
は
な
ん
の
変
化
も
生
ま
な
か
っ
た
。
両
団
体
に
関
係
す
る
璽
大
な
る
決
定
ほ
当
然
に
R
D
I
の
手
に
に
ぎ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
企
業
経
営
上
の
経
済
的
利
害
が
労
働
問
題
や
社
会
問
題
そ
し
て
法
律
の
問
題
を
決
定
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
で
あ
G
 
u
 
る
。
か
く
て
企
業
者
連
合
団
体
は
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
の
出
現
に
よ
っ
て
そ
の
力
が
徹
底
的
に
薄
い
去
ら
れ
る
そ
の
時
、
未
曽
有
の
強
大
な
組
織
へ
と
発
六
〇
O
t
h
m
a
r
 
437 
（
大
橋
）
権
力
の
代
理
人
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
企
業
者
連
合
団
体
が
当
時
有
し
て
い
体
に
よ
っ
て
統
制
さ
れ
て
い
た
が
、
企
業
者
連
合
団
体
は
単
に
よ
り
高
い
な
り
下
っ
た
の
で
あ
る
。
個
々
の
企
業
は
直
接
的
に
は
旧
来
同
様
連
合
団
旧
来
の
よ
う
に
政
策
を
発
議
し
推
進
す
る
(policy,initiating 
a
n
d
 
せ
る
に
は
い
た
ら
ず
、
集
団
(Reichsgrupi;:e
Industrie) 
接
の
指
揮
下
に
お
か
れ
る
と
と
も
に
、
使
用
者
団
体
は
解
散
さ
れ
、
そ
の
職
能
は
ド
イ
ツ
労
働
戦
線
に
ひ
き
つ
が
れ
た
。
ま
た
商
工
会
議
所
お
よ
び
手
工
業
会
議
所
は
経
済
会
議
所
(
W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
a
m
m
e
r
)
!d
統
合
さ
れ
、
一
九
四
二
年
に
は
、
経
済
会
議
所
も
若
干
有
し
て
い
た
自
律
性
を
完
全
に
は
ぎ
と
ら
れ
た
ガ
ウ
経
済
会
議
所
(
G
a
u
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
s
k
a
m
m
e
r
)
に
改
編
さ
れ
地
域
的
集
中
化
が
強
化
さ
れ
た
。
以
上
の
諸
変
化
か
ら
も
推
察
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
ナ
チ
政
権
の
も
と
で
は
企
業
に
た
い
す
る
組
織
上
の
統
制
が
著
し
く
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
は
、
企
業
者
連
合
団
体
の
真
の
力
の
増
大
を
も
た
ら
し
は
し
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
企
業
者
連
合
団
体
は
、
こ
の
時
期
に
お
い
て
ほ
、
p
o
l
i
c
y
,
p
r
o
m
o
t
i
n
g
)
団
体
で
あ
る
よ
り
は
、
全
能
的
な
国
家
の
道
具
に
た
驚
く
べ
き
権
力
は
、
実
際
に
は
条
件
つ
き
の
も
の
で
あ
っ
た
し
、
そ
の
閥
高
い
地
位
は
「
反
射
し
た
も
の
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
に
改
編
さ
れ
て
経
済
大
臣
の
直
R
e
i
c
h
s
s
t
a
n
d
 
~
一
九
三
四
年
二
月
帝
国
工
業
， 
ノ．、
第
二
次
大
戦
後
企
業
者
連
合
団
体
は
大
体
に
お
い
て
一
九
一
―
―
―
―
一
年
以
前
の
形
態
に
お
い
て
再
建
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
全
国
総
連
合
体
も
事
業
者
団
体
で
は
一
九
五
0
年
に
B
D
I
と
し
て
、
使
用
者
団
体
で
は
一
九
四
九
年
に
B
D
A
と
し
て
再
建
さ
れ
て
い
る
が
、
戦
後
に
お
い
て
こ
の
両
者
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
今
日
に
お
け
る
B
D
I
と
B
D
A
と
の
関
係
は
基
本
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
前
身
C
く
と
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
ま
た
は
B
u
n
d
と
V
e
r
e
i
n
(1904-̀
1919)
、
R
D
I
と
V
D
A
(
1
9
1
9
~
1
9
 
33)
と
の
関
係
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
な
る
ほ
ど
C
V
対
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
の
時
代
に
は
じ
ま
っ
た
経
済
的
問
題
と
社
会
的
問
題
と
に
両
組
織
の
活
勁
分
野
を
分
割
す
る
と
い
う
い
わ
ゆ
る
両
団
体
間
の
分
業
は
、
以
前
の
場
合
よ
り
は
る
か
に
厳
格
に
守
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
と
く
に
C
V
対
uptstelle
時
代
に
顕
著
で
あ
っ
た
両
団
体
の
兼
任
役
員
も
一
応
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
B
D
I
が
B
D
A
に
た
い
し
て
絶
対
的
優
越
性
を
有
し
て
B
D
A
の
方
針
等
に
発
言
権
を
有
す
る
こ
と
は
、
以
前
と
変
ら
な
い
の
で
あ
る
。
H
a
,
 
田
Kessler,
a,a.O., 
S,713. 
②
C
く
の
設
立
さ
れ
た
期
日
は
、
実
は
、
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
。
通
説
は
一
八
七
六
年
で
あ
る
が
、
一
八
七
九
年
と
す
る
説
も
あ
る
し
、
(R.A.
B
r
a
d
y
`
 
B
u
s
i
a
e
s
s
 a
s
 a
 S
y
s
t
e
m
 of P
o
w
e
r
,
 N
e
w
 Y
o
r
k
 
1943, 
p. 29.) 
一
八
七
七
年
と
す
る
説
も
あ
る
。
(
H
e
r
r
m
a
n
n
,
Industrielle 
O
r
g
a
n
i
s
a
t
i
o
n
e
n
,
 a. a. 0., 
S. 271.) 
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ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
⑲
Kessler, a.a.O., 
S
S
.
 
713ー
714.
凶
ド
イ
ツ
に
お
い
て
労
働
協
約
制
度
が
立
法
化
さ
れ
た
の
は
一
九
一
八
年
の
労
働
協
約
令
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
労
働
協
約
が
締
結
さ
れ
て
い
た
場
合
で
も
、
第
四
表
か
ら
明
ら
か
の
よ
う
に
そ
れ
は
個
別
経
営
を
単
位
と
し
た
事
業
所
協
約
(Firmentarif,
W
e
r
k
s
t
a
r
i
f
,
 
Betriebstarif̀
 
H
a
u
s
t
a
r
i
f
)
が
ほ
と
ん
ど
で
、
地
区
協
約
(Ortstarif)
、
地
域
協
約
(
B
e
z
i
r
k
s
t
a
r
i
f
)
、
全
国
協
約
(
R
e
i
c
h
s
t
a
r
i
f
•
N
a
t
i
o
n
a
l
t
a
r
i
f
,
G
e
n
e
r
a
l
t
a
r
i
f
)
の
い
わ
ゆ
る
統
一
協
約
は
相
対
的
に
少
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
使
用
者
団
体
は
さ
ほ
ど
大
き
な
重
要
性
を
有
し
な
か
っ
た
。
第
一
次
大
戦
前
と
後
に
お
い
て
協
約
数
自
体
が
ほ
と
ん
ど
不
変
で
あ
る
の
に
適
用
経
営
と
労
働
者
と
が
数
倍
に
も
増
大
し
て
い
る
の
は
、
以
上
の
事
情
と
と
も
に
、
戦
前
に
お
い
て
は
重
要
産
業
部
門
企
業
者
の
反
協
約
的
、
反
労
働
組
合
的
態
度
に
よ
り
そ
れ
ら
の
企
業
の
労
働
者
や
、
職
員
お
よ
び
商
業
使
用
人
に
つ
い
て
一
般
に
労
働
協
約
が
ほ
と
ん
ど
締
結
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
労
働
協
約
の
締
結
が
「
小
資
本
主
義
的
な
カ
ル
テ
ル
化
せ
ぬ
完
成
品
工
業
」
(R.
H
i
l
f
e
r
d
i
n
g
)
に
多
く
限
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
久
保
敬
治
前
掲
書
一
―
―
一
ー
三
二
頁
、
二
九
—
一
三
頁
。
固
ハ
ル
ト
マ
ン
は
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
設
立
の
期
日
を
一
八
九
四
年
と
し
て
い
る
が、
(
H
a
r
t
m
a
n
n
`
o
p
.
cit., 
p. 209.)
他
の
資
料
に
よ
れ
ば
す
べ
て
一
九
0
四
年
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
一
九
〇
四
年
の
説
に
よ
る
。
囮
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
の
規
約
に
よ
れ
ば
C
く
の
会
長
、
理
事
長
は
職
務
上
(
e
x
officio) 
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
の
今
苔
K
で
あ
り
理
事
長
で
あ
っ
た
し
、
さ
ら
に
C
く
は
そ
の
役
員
を
H
a
u
p
t
s
t
e
l
l
e
の
理
事
会
へ
派
遣
す
る
権
利
を
有
し
て
、こ。
し
t
m
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
_p.210. 
（
大
橋
）
第四表 労働協約数およびその内容の変遷
労働協約数 1適用経営数 1適用被用者数 労
（単位千） （単位千） （単位千）
事業所協
約の割合1の割合
1912.12.31 I 10 I 159 I 1,574 I 72. 7 I 12.9 
1913.12.31 I 10 I 143 I 1,398 I 77.0 I 11.9 
1914.12.31 I 10 I 143 I 1,395 I 74.8 I 12.2 
1915.12.31 I 10 I 121 I 943 I 73.4 I 12. 7 
1916.12.31 I 9 I 104 I 740 I 71.3 I 14.1 
1917.12.311 8 I 91 I 905 I 68.8 I 15.7 
1918.12.31 I 7 I 107 I 1,127 I 65.8 I 17.1 
1919.12.31 I 11 I 272 I 5,986 I 52.6 I 23.3 
1920.12.31 I 11 I 434 I 9,561 I 47.7 I 26.7 
1921.12.31 I 11 I 697 I 12,882 I 42. 7 I 29.0 
1922.12.31 I 10 I 890 I 14,261 I 41.6 I 26.9 
1925. 1. 1 I 7 I 785 I 11,904 I 31.3 I 31.6 
1926. 1. 1 I 7 I 788 I 11,140 I 32. 7 I 30.5 
年 次
の内訳
魯約
14.3 I 0.1 
11.0 I 0.1 
12.9 I 0.1 
13.8 I 0.1 
14.5 I 0.1 
15.3 I 0.2 
16.9 I 0.2 
23.7 I 0.4 
24.9 I 0.7 
27.6 I 0.7 
30.7 I 0.8 
36.2 I 1.1 
35.8 I 1.0 
＇ ノ‘
久保敬治前掲書 119-120頁より。
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第五表
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
⑧
K
e
s
s
l
e
r
,
 a.a.0．こ
S.715,
H
e
r
r
m
a
n
n
,
 A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
r
v
e
r
b
a
n
d
e
,
 
a.a.O., 
S.287. 
間
ち
な
み
に
K
e
s
s
l
e
r
(
1
8
8
3
|
1
9
0
2
)
お
よ
び
A
.
W
e
b
e
r
 (
1
9
0
3
|
1
 
913)
の
推
定
に
よ
る
と
、
当
時
に
お
け
る
使
用
者
団
体
の
設
立
状
況
は
次
表
の
通
り
で
あ
る
が
、
一
八
八
八
1
九
0
年
、
一
八
九
六
1
一
九
0
0年
、
一
九
〇
四
1
一
九
0
七
年
の
時
期
に
そ
れ
ぞ
れ
使
用
者
団
体
の
設
立
が
多
か
っ
た
の
は
、
K
e
s
s
l
e
r
に
よ
る
と
、
そ
の
時
期
が
好
況
期
で
労
働
組
合
の
発
展
も
著
し
か
っ
た
こ
と
に
多
く
依
存
す
る
と
い
わ
れ
る
°
K
e
s
s
l
e
r
,
 a. a. 0., 
S. 714. 
⑩
RDI
は
、
現
在
の
B
D
I
と
は
異
な
っ
て
、
個
人
ま
た
は
個
々
の
企
業
の
直
接
参
加
を
認
め
て
い
た
。
ま
た
商
工
会
議
所
や
手
工
業
会
議
所
も
RDI
に
参
加
し
て
い
た
。
当
時
RDI
に
参
加
し
て
い
た
の
は
個
人
ま
た
は
個
々
の
企
業
約
一
四
0
0、
商
工
会
議
所
七
0
、
地
域
的
団
体
―
二
八
、
事
業
者
団
体
四
四
五
で
あ
っ
た
。
F
.
T
a
n
z
l
e
r
,
 U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
v
e
r
e
i
n
e
,
 Hand• 
w
o
r
t
e
r
b
u
c
h
 d
e
r
 S
t
a
a
t
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
e
n
,
 
8. 
B
d
.
J`
e
n
a
 1928、
使用者団体の新規設立数
年次 I設立数 I年次 l設立数
1883 1 1899 45 
1884 1 1900 50 
1885 2 1901 18 
1886 2 1902 15 
1887 1 1903 85 
1888 4 1904 221 
1889 14 1905 160 
1890 29 1906 257 
1891 1 1907 269 
！ 1892 ゜
1908 181 
1893 2 1909 149 
1894 1 1910 157 
1895 4 1911 120 
1896 11 1912 99 
1897 13 1913 80 
1898 19 
， 
ノ‘
企
業
に
た
い
し
て
強
大
な
力
を
有
す
る
企
業
者
連
合
団
体
が
、
企
業
と
政
S.503. 
⑪
―
九
一
九
年
二
月
四
日
の
RDI
設
立
総
会
は
「
経
済
的
団
体
と
使
用
者
団
体
と
の
合
同
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
」
と
決
議
し
て
い
る
°
K
e
s
s
l
e
r
,
 a.a. 
0., 
s. 714. 
⑫
K
e
s
s
l
e
r
,
 a. a. 0., 
S. 714. 
⑬
使
用
者
団
体
そ
の
も
の
の
組
織
化
も
進
展
し
一
九
二
0
年
A
r
b
e
i
t
g
e
b
e
,
r
v
e
r
b
a
n
d
 d
e
u
t
s
c
h
e
r
 G
e
m
e
i
n
d
e
,
u
n
d
 K
o
m
m
u
n
a
l
e
v
e
r
b
a
n
d
e
 
が
結
成
さ
れ
て
、
全
国
組
織
が
全
産
業
部
門
に
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
⑬
T
a
n
z
l
e
r
,
 a. 
a. 
0., 
S.182. 
_
 
⑮
B
r
a
d
y
`
o
p
.
 cit., 
p. 36.
た
と
え
ば
、
経
営
参
加
制
度
立
法
の
嘴
矢
と
な
っ
た
一
九
二
0
年
経
営
協
議
会
法
が
一
九
一
九
年
八
月
国
民
議
会
に
上
程
さ
れ
る
や
、
同
法
に
た
い
す
る
資
本
側
の
意
思
統
一
を
は
か
る
た
め
に
同
年
九
月
RDI
と
V
D
A
と
は
ベ
ル
リ
ン
に
お
い
て
共
同
会
議
を
開
催
し
、
政
府
案
に
反
対
の
決
議
を
な
し
て
い
る
が
、
同
会
議
で
指
導
権
を
も
っ
て
い
た
の
は
RDI
で
あ
っ
た
。
久
保
敬
治
著
「
ド
イ
ツ
経
営
参
加
制
度
」
一
九
ー
ニ
0
頁
参
照
。
⑯
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. 
cit., 
p. 216. 
企
業
者
連
合
団
体
と
政
治
典
型
的
な
国
家
独
占
資
本
主
義
国
た
る
西
独
に
お
い
て
、
今
日
企
業
と
政
治
と
の
結
び
つ
き
は
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
が
、
治
と
の
関
係
で
核
心
的
地
位
を
占
め
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
前
述
の
よ
う
に
企
業
者
連
合
団
体
に
は
全
国
的
な
経
済
政
策
の
確
立
・
推
進
、
団
四
440 
こ
う
し
た
見
解
に
も
と
ず
い
て
経
営
者
の
政
治
的
中
立
と
い
う
主
張
は
が
っ
て
二
つ
の
資
本
集
団
の
あ
る
こ
と
を
、
端
的
に
物
語
っ
て
い
る
で
あ
依
存
す
る
と
、
確
信
し
て
い
る
。
」
の
政
治
的
関
心
の
断
層
は
今
日
の
西
独
に
二
つ
の
企
業
者
の
集
団
、
し
た
て
決
定
的
役
割
を
有
す
る
こ
と
、
否
、
多
く
の
こ
と
は
経
営
者
が
国
家
の
「
わ
れ
わ
れ
は
す
べ
て
、
ド
イ
ツ
の
経
営
者
が
ま
た
現
実
の
進
歩
に
お
い
す
る
の
か
と
い
う
と
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
し
か
し
、
こ
う
し
た
見
解
を
一
般
の
企
業
者
や
経
営
者
た
ち
も
ま
た
有
ハ
ル
ト
マ
ン
が
企
業
者
連
合
団
体
に
お
い
て
主
張
さ
れ
て
い
る
＝
リ
ー
た
人
間
観
は
企
業
者
た
ち
の
信
奉
す
る
価
値
観
と
少
な
く
と
も
部
分
的
に
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
体
交
渉
、
地
域
的
代
表
の
ご
と
く
そ
の
団
体
特
有
の
目
的
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
Il 
る
の
で
あ
る
が
、
ハ
ル
ト
マ
ソ
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
の
団
体
の
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
の
基
礎
に
あ
る
究
極
的
な
目
的
は
、
結
局
、
す
る
優
越
性
」
「
経
済
の
政
治
に
た
い
(
P
r
i
m
a
t
 d
e
r
 W
i
r
t
s
c
h
a
f
t
 U
b
e
r
 die Politik)
の
確
立
で
あ
り
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
政
治
と
の
関
係
に
お
い
て
も
支
配
的
な
原
理
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
経
済
の
優
越
性
は
、
ハ
ル
ト
マ
ン
に
よ
れ
図
ば
、
経
営
者
権
威
の
源
泉
と
な
っ
て
い
る
三
つ
の
絶
対
的
価
値
の
う
ち
ニ
リ
ー
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
具
体
的
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
り
、
あ
る
点
ま
で
は
エ
リ
ー
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
そ
の
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
ト
・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
典
型
的
文
献
と
し
て
あ
げ
て
い
る
―
'
U
n
t
e
r
n
e
h
、
m
e
r
 in d
e
r
 Politik̀
．
に
お
い
て
、
そ
の
編
者
た
る
B
D
I
の
二
専
務
理
事
の
一
人
た
る
G.
Stein 
t!
、
い
わ
ゆ
る
企
業
者
＝
リ
ー
ト
t
e
m
e
h
m
e
r
,
E
l
i
t
)
 
(
U
n
-岡
の
政
治
的
信
条
に
つ
い
て
次
の
よ
う
の
べ
て
い
る
。
社
会
的
政
治
的
形
成
に
指
導
者
と
し
て
喜
ん
で
参
加
せ
ん
と
す
る
こ
と
に
a
d
v
o
c
a
t
u
s
 diaboli 
(!il;J
口
匡
i
)
レJ
し
て
非
ハ
難
さ
れ
、
14 
に
進
出
し
て
国
家
の
指
導
を
行
な
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
企
業
企
業
者
は
政
治
者
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
新
し
い
産
業
社
会
を
形
成
す
べ
き
で
あ
る
と
『
企
業
者
革
命
論
』
が
主
張
さ
れ
る
に
い
た
っ
て
い
な
。
そ
し
て
こ
の
新
し
い
社
会
秩
序
の
描
写
に
あ
た
っ
て
論
拠
の
一
．
つ
と
さ
れ
る
の
が
、
有
名
な
哲
学
者
で
あ
り
政
治
家
で
あ
っ
た
B
.
W
.
v
•
H
u
m
b
o
l
d
t
(
1
7
6
7ー
1
8
2
5
)
の
人
間
観
で
あ
る
。
G
r
o
s
s
の
解
釈
に
よ
る
と
H
u
m
b
o
l
d
t
の
教
育
観
は
「
独
立
と
自
己
信
頼
へ
の
指
導
、
あ
ら
ゆ
る
皮
相
的
訓
練
と
技
術
的
知
側
識
に
つ
い
て
の
機
械
的
教
育
の
否
定
を
意
味
す
る
」
の
で
あ
り
、
こ
う
し
は
一
致
す
る
し
、
そ
の
教
育
と
訓
練
に
つ
い
て
の
見
解
と
は
完
全
に
一
致
7
 
す
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
ハ
ル
ト
マ
ソ
が
イ
ン
ク
ー
ビ
ュ
ウ
し
た
人
た
ち
は
、
か
れ
ら
自
身
は
高
い
政
治
的
関
心
を
有
し
て
い
た
が
同
時
に
一
般
の
経
営
者
が
政
治
的
に
無
関
18 
心
で
あ
る
と
訴
え
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
企
業
者
た
ち
に
み
ら
れ
る
こ
（
大
橋
）
六
四
441 
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
と
に
今
日
西
独
で
は
、
政
府
は
企
業
や
と
く
に
企
業
者
連
合
団
体
の
い
わ
す
る
」
と
い
う
主
張
の
も
と
に
強
調
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
主
張
の
も
る
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
斌
味
で
あ
る
が
、
こ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
た
と
え
ば
さ
き
の
S
t
e
i
n
に
よ
っ
て
最
近
で
は
、
「
国
家
は
専
門
家
を
必
要
と
大
性
に
も
と
ず
い
て
そ
れ
を
「
技
術
的
に
」
解
決
す
る
た
め
に
放
棄
さ
れ
六
五
機
関
を
設
け
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
政
治
機
関
へ
の
一
般
て
い
る
の
か
。
ま
ず
西
独
に
も
"
R
e
g
i
e
r
u
n
g
 v
o
n
 F
a
c
h
l
e
u
t
e
 "
と
い
う
主
張
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
政
党
間
の
闘
争
は
、
問
題
の
緊
急
性
と
童
党
へ
の
献
金
は
戦
前
以
来
盛
ん
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、
お
よ
び
B
D
A
は
、
こ
の
政
党
献
金
を
集
中
し
調
整
す
る
た
め
に
―
つ
の
的
結
び
つ
き
の
ほ
か
、
企
業
者
連
合
団
体
や
企
業
よ
り
直
接
送
り
こ
ま
れ
た
議
員
が
、
連
邦
議
会
(
B
u
n
d
e
s
t
a
g
)
に
相
当
数
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
第
一
三
次
西
独
連
邦
議
会
（
被
選
期
間
一
九
五
七
年
ー
六
一
年
）
の
全
議
員
の
職
業
は
第
七
表
の
通
り
で
あ
っ
た
が
、
企
業
者
、
経
営
者
お
今
日
で
は
B
D
I
さ
て
、
企
業
者
連
合
団
体
は
政
治
へ
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
進
出
し
他
の
団
体
で
も
同
様
な
機
関
を
B
o
n
n
~有
す
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
政
資
本
、
そ
の
企
業
者
と
の
違
い
で
あ
る
。
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
ろ
う
。
ハ
ル
ト
マ
ソ
は
、
こ
の
断
層
の
原
因
が
、
イ
ソ
ク
ー
ビ
ュ
ウ
し
た
企
業
者
た
ち
は
い
わ
ゆ
る
「
名
士
」
た
ち
で
、
自
己
の
企
業
に
直
接
関
係
し
な
い
活
動
に
時
間
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
十
分
使
用
し
う
る
企
業
者
た
ち
で
一
般
の
企
業
者
に
は
そ
う
し
た
余
裕
は
一
般
に
な
い
と
こ
ろ
に
あ
る
と
し
、
指
導
的
企
業
者
と
そ
う
で
な
い
企
業
者
と
の
違
い
、
あ
る
い
は
情
熱
的
企
業
者
と
理
性
的
企
業
者
と
の
違
い
と
し
て
説
明
で
き
る
で
あ
ろ
う
が
、
企
業
者
連
合
団
体
に
関
し
て
み
れ
ば
そ
こ
で
活
躍
し
て
い
る
企
業
者
と
そ
う
で
な
い
企
業
者
の
特
徴
の
違
い
の
一
っ
と
し
て
，
 
説
明
で
き
る
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
基
本
的
に
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
政
治
に
直
結
し
た
独
占
資
本
、
そ
の
企
業
者
と
、
そ
う
で
な
い
非
独
占
的
ゆ
る
外
部
専
門
家
に
多
く
依
存
し
、
企
業
利
益
の
代
表
者
が
政
府
の
重
要
な
地
位
を
占
め
て
い
る
例
は
非
常
に
多
く
、
そ
の
た
め
に
、
企
業
者
連
合
団
体
は
正
当
な
活
動
範
囲
を
越
え
て
い
る
と
か
、
政
府
は
立
法
の
イ
ニ
ッ
ャ
テ
ィ
ブ
を
団
体
経
営
者
に
委
譲
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
か
、
高
級
公
務
員
は
公
僕
と
し
て
よ
り
も
利
益
団
体
の
代
表
者
と
し
て
行
動
し
て
い
る
、
eu 
と
い
っ
た
非
難
が
生
じ
て
い
る
ほ
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
者
連
合
団
体
や
企
業
か
ら
の
政
治
へ
の
滲
透
、
非
公
式
的
な
関
係
と
と
も
に
、
政
治
と
の
公
式
的
な
関
係
が
も
ち
ろ
ん
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
本
部
が
K
o
l
n
U
あ
る
B
D
I
で
は
、
B
o
n
n
に
専
務
理
事
直
属
の
特
別
な
機
関
を
設
け
、
そ
れ
が
政
党
事
務
局
、
議
会
や
政
府
の
要
人
と
直
接
連
絡
を
と
っ
て
い
る
。
B
o
n
n
に
本
部
が
な
い
そ
の
442 
の
議
会
で
占
め
て
い
る
地
位
を
み
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。
期
間
が
一
期
こ
れ
ら
の
議
員
の
力
と
い
う
質
的
内
容
を
知
る
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
議
員
し
て
適
当
な
も
の
か
ど
う
か
は
問
題
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
が
、
次
に
、
占
め
て
い
る
。
こ
の
議
員
数
が
企
業
お
よ
び
企
業
者
連
合
団
体
の
代
表
と
よ
び
連
合
団
体
役
員
の
み
で
す
で
に
六
七
名
、
全
議
員
の
ニ
―
-
•
五
兒
を
第七表 第13次西独連邦議会議員の職業
職 業 I 所属政党 I CDU I SPD I EDP I DP 合計
60 26 7 4 97 
51 4 8 3 66 
20 27 1 48 
26 11 8 1 46 
20 17 1 38'' 
17 11 3 4 35 
17 8 3 2 30 • 
14 '10 1 
2乱5iI ｛ と: 7 15 1 
3 14 2 1 
13 2 6 21 ， 7 1 
"I 
3 8 1 
6 4 1 11 
3 2 5 
1 2 3 
1 1 
ノロ 計 I 270 I 169 I 41 I 17 I 497 
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
Hartmann, op. cit., p. 237. 
お
い
て
、
四
委
員
会
で
は
企
業
代
表
議
員
が
委
員
長
の
地
位
を
占
め
て
お
り
、
五
委
員
会
で
は
覇
委
員
長
の
地
位
を
占
め
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
委
員
会
で
は
企
業
や
企
業
者
連
合
団
体
代
表
議
員
は
大
き
な
力
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
委
員
会
が
議
会
の
縮
図
(pariament
e
n
 miniature)
で
第八表 第12次連邦議会の委員会
における企業代表議員の数
委員会名 1全委員数1表大企議業員代1他代表の企議業員1企議業員代合表計
経済政策 31 6 7 13 
国有化 17 3 3 6 
外国貿易 23 1 8 ， 
特 許 17 3 3 6 
通貨・信用 17 3 2 5 
運 輸 29 3 4 7 
財 政 29 4 1 5 
予 算 29 1 1 
農 業 31 2 2 4 
法 律 29 1 1 
労 働 29 1 3 4 
負担均等 23 3 3 
計 I 304 I 28 1 36 I 64 
Pritzkoleit, a. a. 0., S. 254. 
ず
れ
る
資
料
し
か
な
い
が
、
第
―
二
次
議
会
（
被
選
期
間
一
九
五
三
年
ー
五
七
年
）
に
お
い
て
企
業
を
直
接
代
表
す
る
議
員
た
ち
が
委
員
と
な
っ
て
い
た
委
員
会
、
お
よ
び
そ
の
委
員
会
で
占
め
て
い
た
こ
れ
ら
の
議
員
た
ち
の
数
は
第
八
表
の
通
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
―
二
の
委
員
会
に
六
六
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ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
の
影
懇
力
は
議
会
全
体
で
全
議
員
中
に
占
め
る
割
合
を
は
る
か
に
こ
え
る
で
あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
企
業
や
企
業
者
連
合
団
体
を
直
接
代
表
す
る
議
員
の
全
議
員
中
で
占
め
る
割
合
が
、
他
の
職
業
集
団
に
比
し
て
高
す
ぎ
る
か
否
か
は
問
題
が
あ
る
に
し
て
も
、
委
員
会
に
お
け
る
そ
の
力
の
割
合
が
相
対
的
に
高
す
ぎ
る
と
い
う
こ
と
は
十
分
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
①
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit••p.228. 
③
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit••p.228. 
③
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
 
in 
d
e
r
 
Politik, 
h
e
r
a
u
s
g
e
g
e
b
e
n
 
v
o
n
 G. 
Stein, D
u
s
s
e
l
d
o
r
f
 1954, 
S.7. 
出
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
in d
e
r
 Politik, 
SS. 10ー
1.
固
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
in d
e
r
 Politik. 
S. 54. 
⑥
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
r
 in d
e
r
 Politik, 
S. 74. 
切
こ
の
場
合
と
く
に
、
H
u
m
b
o
l
d
t
の
考
え
が
、
自
助
心
に
つ
い
て
の
企
業
者
の
意
見
と
一
致
す
る
点
が
よ
り
重
要
視
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
自
助
心
に
つ
い
て
た
と
え
ば
A
S
U
会
長
F
l
e
n
d
e
r
:
t
!
、
「
自
助
心
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
の
、
自
己
の
運
命
に
た
い
す
る
責
任
の
み
が
、
結
局
は
、
社
会
を
形
成
す
る
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
」
と
の
べ
て
い
る
。
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. cit••p.230. 
⑧
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit••pp. 
2301231. 
⑨
H
a
r
t
m
a
n
n
,
 op. cit••p.231. 
U
O
l
H
a
r
t
m
i
m
n
,
 op. 
cit., 
p. 239. 
六
七
お
い
て
専
門
経
営
者
と
独
立
企
業
者
と
の
間
に
み
ら
れ
た
事
情
に
相
応
し
そ
し
て
か
れ
に
よ
れ
ば
こ
の
よ
う
な
事
情
は
、
丁
度
、
企
業
の
水
準
に
な
違
い
は
実
際
に
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
側
面
に
つ
い
て
も
、
A
S
U
と
BDI
と
の
間
に
は
大
き
究
極
的
な
思
想
的
な
目
標
を
お
い
て
運
動
し
て
い
る
こ
と
は
事
実
で
、
イ
益
を
追
求
し
て
活
動
し
て
い
る
が
、
と
く
に
そ
の
連
合
体
た
る
B
D
I
は
体
と
し
て
も
活
動
し
て
お
り
、
同
様
に
事
業
者
団
体
は
企
業
の
直
接
の
利
A
S
U
 ~
た
し
か
に
思
想
的
問
題
に
強
い
関
心
を
有
し
て
い
る
が
利
益
団
ド
イ
ツ
に
お
け
る
企
業
者
連
合
団
体
は
比
較
的
組
織
的
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
た
と
え
ば
事
業
者
団
体
は
「
職
能
」
団
体
、
A
S
U
の
よ
う
な
団
体
は
思
想
的
団
体
と
考
え
る
の
が
伝
統
的
な
考
え
方
で
あ
っ
た
。
事
実
そ
れ
ら
の
団
体
の
そ
も
そ
も
の
性
格
は
そ
う
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
最
近
に
お
い
て
は
こ
う
し
た
伝
統
的
な
区
別
は
、
以
上
み
て
き
た
と
こ
ろ
か
ら
も
推
察
さ
れ
う
る
よ
う
に
、
あ
て
は
ま
ら
な
く
な
っ
て
き
た
、
と
い
う
の
が
実
は
ハ
ル
ト
マ
ン
の
稼
極
的
な
主
張
の
―
つ
な
の
で
あ
る
。
か
れ
も
、
こ
う
し
た
見
解
が
今
日
の
よ
り
一
般
的
な
見
解
と
完
山
全
に
一
致
す
る
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
、
む
す
び
444 
し
、
企
業
経
営
上
に
お
け
る
二
つ
の
傾
向
の
均
衡
化
と
、
ハ
ル
ト
マ
ン
の
着
目
点
は
た
し
か
に
注
目
に
値
は
す
る
け
れ
ど
も
、
し
か
ド
イ
ツ
の
企
業
が
今
日
一
般
に
価
値
的
な
も
の
と
機
能
的
な
も
の
と
を
均
レ
ペ
ル
に
お
け
る
価
値
指
向
性
と
問
題
指
向
性
と
の
均
衡
化
の
動
き
と
し
、
性
格
を
有
し
て
い
た
A
S
U
と
BDI
と
の
機
能
上
の
接
近
を
、
全
国
的
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
す
で
に
紹
介
し
た
よ
う
に
7
元
来
独
立
企
業
者
は
伝
統
的
な
も
の
を
重
視
し
て
、
絶
対
的
価
値
に
も
と
ず
く
権
威
を
基
礎
に
し
、
集
権
的
に
組
織
を
形
成
し
た
の
に
た
い
し
、
他
方
専
門
経
営
者
は
独
立
企
業
者
く
ら
べ
れ
ば
、
機
能
的
な
合
理
的
な
も
の
を
重
視
し
て
、
能
力
に
も
と
ず
く
権
威
を
可
と
し
、
分
権
的
に
組
織
を
形
成
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
、
最
近
に
お
い
て
は
こ
の
二
つ
の
傾
向
を
均
衡
さ
せ
よ
う
と
す
る
努
力
が
顕
著
に
み
ら
れ
、
独
立
企
業
者
は
機
能
的
な
合
理
的
な
要
因
を
導
入
し
て
き
て
い
る
し
、
他
方
専
門
経
営
者
は
価
値
指
向
体
で
は
な
い
。
し
か
し
A
S
U
が
ド
イ
ツ
の
企
業
者
の
価
値
的
側
面
を
代
表
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
BDIが
機
能
的
な
合
理
的
な
側
面
を
代
表
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
ハ
ル
ト
マ
ソ
は
、
こ
の
よ
う
な
衡
さ
せ
る
よ
う
動
い
て
い
る
こ
と
の
論
証
の
一
っ
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
BDI、
A
S
U
 
A
S
U
は
独
立
企
業
者
の
団
体
で
あ
る
が
、
BDI
は
専
門
経
営
者
の
団
性
を
強
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
企
業
者
連
合
団
体
（
大
橋
）
に
お
け
る
現
象
形
態
と
す
る
の
は
、
や
や
牽
強
附
会
の
感
が
す
る
の
で
あ
る。 に
み
ら
れ
る
ハ
ル
ト
マ
ン
の
い
う
い
わ
ゆ
る
均
衡
化
と
は
、
や
や
次
元
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
ら
を
同
一
動
向
の
二
つ
局
面
山
H
a
r
t
m
a
n
n
,
op. 
cit., 
p. 2
5
4
.
 
図
前
稿
「
ド
イ
ツ
の
経
営
管
理
ー
ド
イ
ツ
の
企
業
経
営
口
」
。
六
八
